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日本比較免疫学会第16回学術集会

(2004年渡）

会期：2004年8月25日（水）～27日（金）

場所：琉球大学研究者交流施設・50周年記念館（中頭郡西原町）

学術集会会長：熊津教虞（琉球大学熱帯生物圏研究センター）

学術集会日程表
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時間 プログラム内容

第1日目（25日）

第2日目(26日）

咋
峠
咋
咋

２
２
３
０

１
１
１
１

13:”～

18:叩一

受付骨融合

総会

一般演題（14演題）

一般翻寅&潤詞

写真撮影

シンポジウム：｢寄生から共生へその免疫学的背景」

児玉洋（大阪府大・脚『共生生物と病原生物』

石渡賢治(慈恵医大）伽濡噸の腸管からの寄生虫の排仕W紺割

児玉洋(大阪府大･開I漁類における感染と免疫』

徳田岳(琉球対『シロアリの食性の多様化と消化共生の変化』

広瀬裕一（琉球幻臓嬬産群体ホヤとプロクロロン（原蹄藻）の共生』

丸山正（海洋研究開発樹翰『シャコガイと褐色藻の共生』

日高道雄(疏疎大）冊ンゴと褐虫藻の生物学“研究対象としてのサンゴの

おもしろざ'』

懇親会（ホテル西武オリオン：那覇）

第3日目(27日） 10:卯～

蕊
(78醍副



参加者へのご案内

学術集会会場：琉球大学研究者交流施設・50周年記念館多目的室

連絡先：〒903-0213沖縄県中頭郡西原町千原l

琉球大学熱帯生物圏研究センター西原研究室

熊淫教虞

Tel:098-895-8936Fax:098-895-8966

E-mail:kumazawa@lab.u-rⅥ血yu.ac.jp

受付：50周年記念館1階ロビーにて、8月25日（水）午前12時より開始致しますb

ネームプレートを用意致しますので着用して下さい

（ネームプレートは学術集会終了後に必ずご返却願います）

学会への入会手続き、年会費の納入受付も併せて行います。

参加費：会員5,000円非会員6,000円借講演要旨集代）

懇親会：第2日目（8月26日）午後6時より、ホテル西武オリオンにて行いますb

会費は6,000円ですも

一般講演の発表

発表時間：1演題あたり15分間（講演12分；質疑応答3分）ですも

発表メディア:OHPまたはPowerPoint(コンピュータ(WindowsXP,PowerPoint2003)

は会場で用意しますb①もしくはフロッピーでデータを持参下さい｡）

OHPを用いて講演をされる方へ:OHP1台を準備しますb操作は発表者が行って下さい。

液晶プロジェクターを用いて講演をされる方へ:会場では液晶プロジェクターを2台用意致

しますb講演番号が奇数の方はAのプロジェクターを、偶数の方はBを用いて、前の講演の

間にセットアップを終えて下さい。会場で用意するパソコン(Windows皿励werPoint2003)

を利用される場合は、①もしくはフロッピーでデータを持参下さい。ただし、特殊なフォ

ント・効果や大きな画像ファイルは不調の原因となるので御注意下さい。叩のファイルと

①のファイルではデータ転送の速度も大きく異なりますので、充分御確認下さい。持参さ

れたノートパソコンを接続されても結構です6
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アクセス（次頁地図参照）：高速バスを利用すれば空港から乗り換えなしで大学に着きます

（｢琉大入口」下車、約50分)。空港から那覇市内へはモノレール（ゆいレール）またはタ

クシーが便利ですb那覇バスターミナル(旭橋馴や市街のホテルへの移動に御利用下さい。

那覇市内から琉球大学まではバスで40-50分かかりますもまた、モノレールの古島駅また

は首里駅から大学まではバスでもタクシーでも15-20分ですb

会場は大学の西原口の近くにあり､バス停のある大学北口や東口のバス停からは離れてい

ますbタクシー利用の場合は会場まで運んでもらうことをお勧めします6

バス路線バズ/難淵ごよりグγ1ﾌ通りに運行されないこと〃移し'のて牲責7ﾏさ“

空港から：空港の到着口B正面の出口を出るとすぐ路線･高速バス乗り場がありますb

高速バス(111)、具志川空港線(113)、石川空港線(123）のいずれかに乗車し、「琉

大入口」で下車して下さい。(670円）

那覇バスターミナルから：97番（琉大東口・琉大北口)、98番（琉大北口）いずれも

琉大北口が終点ですo(520円／高速バス利用は530円）

古島駅から：98番（琉大北口）（370円）

モノレール空港駅からの所要時間・料金

奥武山公園(7分．230円)→旭橋(11分．230円)→県庁前(13分．230円）

→美栄橋(14分．260円)→牧志(16分．260円)→古島(21分．290円)→首里(27分．290円）

タクシー空港大学(3000円程度)、国際通り一大学（約40分．2500円程度）

古島大学（約15分．1500円程度）

詳しくは下記のwebpageを参照下さい。

大学へのアクセス<http://www.u-ryukyu・ac.jp/access/access・html>

モノレール<http://www.yui-rail・CO・jp/>
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学術集会会場へのアクセス
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懇親会場周辺図/Banquet,site
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琉球大学千原キャンパス

UniversityoftheRyukys

工学部 熱帯生物圏研究セン
ノ(理系複合棟7F）

ター

◎可

理学部

◎
理農学部農学部

東口生跳共通教育生協、
図書館

本部／ 奄州砿“
ほつかほか享

千原池

}書館
，法文学部

教育学部

鞭繍蕊7、
MomorialHall西原ロ』

雫扉=更；

琉球大学キャンパスの地図はwebpageも参照いただけますも

<hUp://www.u-ryukyu.ac.jp/general/outline/campus_map.hUnl>
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InformationforOverseasParticipants

The16*meeting㎡theJapaneseAssociationforDevelopmentaland

ComparativeImmunolo副《JADCI)willbeheldatThe50*AnniversaiyMemorialHallofthe
University㎡theRyukyusinOkinawa,Japaa

Ac…(seeMaps):

H9iwayBusbringsyoufromtheairporttotheuniversity(getoffat"RyudaiIriguchi(The

顔にoftheuniversity):a加皿50min).Monorail(Ⅵ』i-rail)ortaxiisconvenienttocometoan皿髄n

aiBaofNaha-city.FromNaha-citytotheuniversity,ittakesabout40-50minbybus.Frommonorail

stationatFurushima(orShuri)totheuniversity,ittakes15-20minbybusortaxi

The50*AnniversaiyMemorialHallsituatesneartheNishihara戸Gateoftheuniversity,anditisfor
fromthebusstationsatNorth-GateandEast-Gate.

BusLm鱈tA"Z伽抑"旅""瓦ikesb迩伽“"otpunctual.

Fromairport:Highwaybusstationsituatesneartheexitinfrontofthearrival配舵B.#111,#113,

and#123bringyoutotheuniversityviathehighway.Getoffat"Ryudai-Iriguchi"(670yen).

FromNahaBusTerminal:#111,#97and#98bringyoutotheuniversity(North-GateX530yenfor

#111,520yenfor#97and#98).

FromFurushimaStation:#9bringsyoutotheuniversity(North-GateX370yen).

Monorail:Seethemap.

Taxi:Airport-University(about3000yen),Naha(midtown)-University(about40min,2500yen).

FurushimaStation-University(about15min,1500yen).

ForPowerPointPresentati0n：

Wepreparetwoliquid-crystalprojectors(1024x768)withnotePC(WindowsXP,

PowerPoint2003).YoucanbringthepowerpointfileinCDorFD,butwerecommend

youtobringyournotePCtoavcridthetroubleson趣】tsandetc.Youcanconnectyour

PCtotheotherprojectorduringthepresentationjustbeforeyourpresentation.
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日本比較免疫学会・役員名簿

（2004年渡）

会長

副会長

庶務･会計

(補助役員）

(補助役員）

プログラム委員

(補助役員）

抄録委員

(補助役員）

会計監査

ホームページ委員

古田恵美子

和合治久

宍倉文夫

大竹伸一

阿部健之

中村弘明

木村美智代

山口恵一郎

飯島亮介

山崎正利

友永進

吉田彪

広瀬裕一

中尾実樹

阿部健之

比較免疫学研究所

埼玉医科大学短期大学

日本大学

日本大学

日本大学

東京歯科大学

埼玉医科大学短期大学

濁協医科大学

帝京大学

帝京大学

昇陽学院

中外製薬

琉球大学

九州大学

日本大学

学会事務局：〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学医学部生物学教室

TEL:03-3972-8111Ex.2291

FAX:03-3972-0027

E-mail:jadcitnk@ined.nihon-u・ac.jp
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受付開始12:00～

掌会総会12:45～13:00

第16回学術集会プログラム

第1日目8月25日（水）

一般講演

Sessi皿A扇形動物・環形動物

AI13:00~

座長：石井照久鰍田大学）

紫外線B照射に対抗するプラナリアの生体防御反応

○木村美智代D.石ｿII統2).和合治久'）

(埼玉医大短大・臨床検査')、放送大学・大学院2)）

A213:15～扇形動物陸棲プラナリア、コウガイピルの生体防御機構

○獅証渓'）・吉演勲2)・白灘子'）・佐々 木由利'）・山口患一郎3）・大ｵ綴子4)・

内藤境4)･高橋潔5)･古田恵美子①

（東京医大.生物学1)､東京医大.醗蕊皇2)､濁協医大.E総研3)､新潟却完.医歯学4)、

熊本大・医学5)、比較免疫学研弼f)

座長：古田恵美子（比較免疫学研弼f)

A313:30～Persistenceofathermostabledirecthemolysin-producingstrainofI伍brio

paraha…lyticusinthegutoflugworm,Perinerei汐〃”ガa

○NgunjiriMuthumbi,MegumiTbyozato,MildIshimineandNorichikaH.Kumazawa

(TropicalBioeplE亜KesearchCenter,University㎡theRyukyus)

A413:45～海洋無脊椎動物由来抗掴蕩蛋白の作用機序の検討

○来生淳・飯島亮介・山崎正利傍京大学・薬学部・医療生命化学教室）

Sessions節足動物

座長：和合治久崎玉医黍状繍大勢

Bl14:00~Hsp70andFib-Lareover-expressedproteinsininmunizedBanbyxmori

larvae.

○KyungHanSONG*',SuJinJUNĜ,HaruhisaWAGÔ,SungSikHAN"

(SchoolofLifeScienceandBiotechnology,KoreaUniversity**,

DepartmentofMedicalTechnology,JuniorCollege,SaitamaMedicalSchool̂)

-8-



B214:15～カイコガの多犠な勤嬬麗瀧を有するC-typelectinの鋤テ

○渡部綾子・宮津草水・佐藤令一

（東京農工大学大学院・生物システム応用科学・生物相関システム）

休憩15分間

Ses副皿C原索動物

座長：阿部健之（日本大学）

CI14:45～マボヤ(flroi汐tz）血リンパに見られる各種綱蜘胞の差について

○深田知夫'）・大竹伸一2）・石井照久3〉

（山口大・医・機能統御')、日大・医・生物2)、秋田大・教文生物3)）

C215:00～マボヤ(Jiroretz㎡）血リンパのフェノール酸ｲ勝素『①に関する研究

○石井照久')・津田知夫2)大竹伸一3）

（秋田大・教文生物')、山口大・医・機能統御2)、日大・医・生物3)）

C315:15～必℃画Moron共生ホヤ乃プ壷…wcyclopsの寄生動物

○広瀬裕一・久世耕嗣（琉球大・勤

Ses越皿，魚毒I

座長：友永進（昇陽執洗）

Dl15:30～円口類ヌタウナギ補体MASP遺伝子のc剛Aクローニング

宋荊秋1）．高宗和史2)．菅原芳明l）．O藤井保'）

（県立広島女子大・生活')、熊大・理2)）

D215:45-

休憩15分間

ギンブナのウイルス抗原特異的細胞傷害性白血球はslg陰性でTCR-β，の8a

遺伝子を発現『する

○柚本智軌'）・吉浦康寿'）・岡本信明2）・中西照幸3）・乙竹充'）

(水研センター養殖研究所1)、海洋大．海洋生物資源2)、日大．生物資源科学3)）

座長：中村弘明（東京歯科大学）

D316:15～胎生魚オキタナゴの卵巣腔液による白血球のｲ織潜調節

○斉藤絵里奈・中村修・渡避翼（北里大・水圏

－9－



D416:30～ニジマスT師の胸腺細胞増殖に与える影響

○日野和義')・中村修】)・吉浦康寿到・渡辺翼!）

（北里大・水産')、水産総合研究センター・養殖研究所⑳）

D516:45-

D610:00~

ソウギヨ補体成分のc“クローニングとコイ補体遺伝子多重化機構の推定

○中尾実樹・原田あゆみ・矢野友紀

(九州大学大学院･農学研究院・生物機能科学部門）

2日目8月26日（木）

一般講演

座長：中村修（訓哩大勢

ヒラメの免|疫駿能の及ぼす吹亜塩素酸ナトリウム浸漬の影響

○北吉直子'）・河原栄二郎'）・楠田理')一・河野智哉2)・酒井n弾2）

幅山大・生命工学')、宮崎大・農2)）

D710:15～Linkagebetweenvariationsinmajorhistocompatibilitycomplex

伽働classIandbehaviorinrainbowtrout

○JohannesMartinusDIJKSTRA",TeruoAZUMA*',MitsuruOTOTAKÊ'

(Inst,forCo】皿･ehensiveMedicalScience，R』jitaHealthUniversityl）

Nikko団泡nch,NationalResearchInstituteofFisheriesSciencê,

InlandStation,NationalResearchInstitu他㎡Aquacultui泡帥）

座長:藤井保（広島県立女子大翁

D810:30～トラフグにおけるB細胞分化調節因子群のクローニング

○大谷真紀・宮台俊明幅井県立大院･海洋生物資源）

D910:45～トラフグTCRfl.y,6のcDNAクローニング

○橋本輝己・宮台俊明・大谷真紀（福井県立大・海洋生物資捌

写真撮影

昼食11:15～13:00

-10-
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シンポジウム:｢寄生から共生へその免疫学的背景」

座長:児玉洋伏阪府大･陶

熊津教虞僚識大）

SI13:00～I洪生生物と病原生物』児玉洋伏胴荷大･陶

SI13:10～、浦乳頚の腸管からの寄生虫の排出機撰』石渡賢治(慈恵医大）

S213:35～『魚類における感染と鍍一鵬からの抗原刺激と感染防御』児玉洋伏阪府大･陶

休憩14:00～14:10

S314:10～『シロアリ類のセルロース消化共生系の仕組みと劉剛徳田岳(琉球大）

S414:35～『…体ホヤとﾉ勘-ochloron(…の共生』聯一(藩大）

S515:00～『シヤコガイと褐虫藻の共生』丸山正(海洋研究開発機構）

休憩15:25～15:35

S615:35～『サンゴと褐虫藻の生物学噺研究対象としてのサンゴのおもしろさ”』

日高雛(琉球大）

総合討論16:35～17:00

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

懇親会18:30～20:00 ホテル西武オリオン（那覇）
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第3日目8月27日（金）

一般講演

Ses戚皿E哨乳類

座長：関島安隆（東京医科歯科大学）

El10:00～北西太平洋に棲謝-るミンククジラにおけるプルセラi趣惑染症の綱テ

○大石和恵1）・瀧F精貴1）．河戸勝1）．銭谷亮子2)．坂東武治2)．藤瀬良弘2)・

後藤義孝3）．内田和幸3）．山本三郎4）．丸山正1）

（海洋研究開発機構・生態環境1)、日鯨研2)、宮崎大．農3)、感染研．細菌二部4)）

E210:15～胸腺欠損マウスにおけるT細月蹴願容体（皿）遺伝子聯の場の追求

○茂呂和世・陳臭・村井政子・石川博通（慶応大・医・微生物）

E310:30~

座長：石川博通（慶腫義塾大学）

豚血清中の抗体の反応性から知る沖縄島に分布する日本脳炎ウイルス抗園生の変化

○斉藤美加D・平良勝也鋤・糸類青正勤・小倉剛鋤・森直樹D

(藩大院･病原生物】>、沖縄県衛生環境研沙、琉球大・農・亜熱帯動物沙）

E410:45～宿撚賊繍における脈T細胞の役割

○川上和義l)．中山俊憲2).谷口克3)．斉藤厚1）

（琉球大．院医．分子病態感染症1)､千葉大．医．免疫発生2)､千葉大．医．免疫細胞3)）

｛棚15分間

座長：津田知夫（山口大学）

E511:15～マウスT緬包レセプター(TCR)yfiT細包の細菌…における機能

○松崎吾朗（琉球大・遺伝子実験センター・分子感染防御）

E611:30～ヒト におけるハイドロキシアパタイトの影響

○関島安隆')・藤鎗由利子鋤・中村鐸1)・犬塚真博1)・半田恵子1,3)・鈴木由起子1).

大久保和慶1,4)・清水正人3)・中村聡')・山下仁大'）

凍医歯大・生材研1)、埼玉県極大沙、東医歯大・難治研3)、剰毎大・工4))

E711:45～Hr-29紀暁lのpi駅の発現におけるⅧ2蛋白の関与について

○岩瀬孝志、黒Jll輝将')、鶴町保')、茂呂周

（日大・歯･病理、日大・歯・歯科保存学Ⅱ')）
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12:㈹～

12:45～

Programme㎡16thAnnual BetmgWAI」CD

Wednes曲恥August25,2004
Registration(The50thAnniversaryMemorialHall,UniversityoftheRyukyus)

GeneralMeetingofJADCI

GeneralLecture

SessionÂPlatyhelminthes&Annelida

Chairperson:Ishii,T.(AkitaUniversity)

AI13:00Hostdefensereactions㎡planarian及卿卿皿廼againstul並avidetB

irradiation.

MichivoKimura'.HajimeIshikawâandHaruhisaWago*

(DepartmentofMedicalTfechnology,SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege',Schoolof

GraduateStudies,TheUnive窮町oftheAira)

A213:15m蛇maid錐皿e野B蛇、㎡槌唾strialflatw…,恥肱UBf密麺m

N.Seo'.I.Yoshihama2,Y.Shirasawai,Y.Sasaki',K.Yamaguchia,R.Ohashi",M.

NaitoK.TakahashisE.Furuta

(TbkyoMed・Univ'-2,DokkyoUniv.̂,NiigataUniv.'',KumamotoUniv.*,Inst,of

Comp.Immunol̂)

Chairperson:Furuta,E.(TheInstituteofComparativeImmunology/IbkyoMedicalUniversity)

A313:30匙唾にnee㎡athermostabledirecthemolysm-producingstrain㎡V必zわ

pm…eznolyticusmthegut㎡lugw…,姥rinei巴由nnntia

靴、］Ⅳ1utnuD】 MegumiTbyozato,MikiIslm血eandNorichikaH.Kumazawa

（n℃picalBiosphereResearchCenter,UniversityoftheRyukyus,)

A413:45睡曲nniama㎡antineoplasticproteinsfrommarineinv唾晦brates

JunKisueiRyosukeI1maandMasatoshiYamazaki

(FacultyofPharmaceuticalSciences,TfeikyoUniversityUniv.)

SessionB:Insect

Chairperson:Wago.H.(SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege)

Bl1400Hsp70andFib-Lareov翫麺ressedproteinsinimmunized…勿壷、αゴ

larvae

i,SuJinJUNG',HaruhisaWAGO,SungSikHAN'

(SchoolofLifeScienceandBiotechnology,Koi℃aUniversity',JuniorCollege.Saitama

MedicalSchool)
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B21415Analysis㎡multiplei……gpl叩匪的andfunc箇皿㎡novelOtypelectin

…比ehemolym血㎡…助涯maz

AvakoWatanabe.SousuiMiyazawa,ItyoichiSato

(TbkyoUniversiW㎡AgricultureandTfechnologyGraduateSch皿㎡BASE)

CoffeeBreak(1430～1445)

SessionC:Protochordates

Chairperson:Abe,T.(NihonUniversity)

CI1445VacuoJated副lsinhemolymphinthesolitaryasddia皿垂伽勉血2画汐鍾

T.Sawada'.S.0htake2,ftTIshiî

(YamaguchiUniv',NihonUniv.̂&,AkitaUniv.̂)

C2 15:00Astudy皿地ephenol函曲seinhemolymphinthesob趣ryas画趣皿

励伽錘zmE錘.

T.Ishii'.T.Sawada2&S.Ohtakê

(AkitaUniv.',YamaguchiUniv̂&NihonUniv̂)

C315:15Para創触Cnninmlainh迩血ginaB越胞roo-bearmgasddianz…、皿

の伽

EuichuHirose&KoiiKuse

(Univ.oftheRyukyus)

SessionD*Fishes

Chairperson:Tbmonaga.S・侭houyouGakuin)

Dl15:30cDNAdoning㎡aMASPgene仕皿地ehagfiflh(勘ねtretusbm習喧2力．

D215:45

SongLiqiu',Ka皿血mT眉kamunesYoshiakiSugawara'&…幽典1

(HiroshimaP唾企cturalWomen'sUniversity',KumamotoUniversitŷ)

Virus-叩函睡可”極ccells㎡甑nbunacruciancarp…ressTCR-B,CD8a

genes.

T.Somamoto'.Y.弛副】iural,N.Okamot62,T.NakanishîandM.Ototake'

(NatlResInstAquaculture',1m可oUniﾊｽofMarineScLandTfechnologŷNihonUnivり

CoffeeBreak(16:00～16:15)
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Chairperson:Nakamura.H.(TbkyoDentalCollege)

D316:15Modula勉皿㎡leu…ぬsfunct血跡地bovarianfluid㎡viviparousfish.

…remai…ne面陶画錘mes,Embiotoddae)

ErinaSaitou.OsamuNakamura,TasukuWatanabe

侶曲α3l㎡FisheriesSciences,KitasatoUniversity)

D416:30Theeffecぬぱrainbow位DutTNFontheproliferationofthym唖蛇8．

K.Hino'.O.Nakamura',Y.Yoshiura2andT.Watanabe'

(SchoolofFisheriesSciences,KitasatoUniversity',NationalResear℃hInstituteof

Aquaculture*)

D516:45cDNA…Bg㎡厚asscarp…mement……n曲.

MikiNakao.AyumiHarada,andTbmokiYano.

①epartmentofBiosdenceandBiotechnology,I,7ushuUniversity)

Thursday,August26,2004

Chairperson:Nakamura,0.(KitasatoUniversity)

D6lOOOEflfectof的…iteimme匠圃monimmuneiE…“㎡Japane配函under

NaokoKitavoshi'.EijiroKawahara¥RiichiKusuda¥TbmoyaKonôand

MasahiroSakaî

(FukuyamaUniversity',Miyazakiuniversitŷ)

D710:15linka配膨tweenvaria勉皿sin画mhis…pa勉励】i卸…plex(MHO

幽閉Iandbehaviorinrain…trout.

haUき‐M； usDiikst庇 ',TteruoAzuma*,MitsuruOtotakê

dnst・酌rCompiもhensiveMedicalSdenoe,FujitaHealthUniversity',Nikko

Branch,NationalResearchInstituteofFisheriesScience*,InlandStation,

NationalResearchInstituteofAquaculture$

Chairperson:Fujii,T.(HiroshimaPrE企cturalWomem'sUniversity)

D810:30Cloning㎡regula町企C血sforB-celldifferentiationin蛇蛇ostfish,tozafiigu

(7k睦磐uruhripesb.

MakiOhtaniandTbshiakiM,'adai

(FukuiP唾企cturalUniversity)

D910:45 α皿ing㎡TcdlreceptorB,v,8cDNAs㎡torafugu(過鐘唇u皿必ripes).

TferumiHashimoto､TbshiakiMiyadai,MakiOhtani

(FukuiP正企cturalUniversity)
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Symposium

"FromParasitismtoSymbiosis

ItsInⅡⅢnologicalBackgrounds"

Chairpersons:Kodamaｴ王(GraduateSchool,Osa地登…turalUniversity),

Kumawa理皿も(UniversityoftheRyukyus)

SI13:00- 釣､肱皿tand恥比昭函一NonselfR…itdaninSym賦函缶

IEr趣iKodama(GraduateSchool,OsakaPi氾企cturalUniversity)

SI13:10~助ul副皿､…nisms㎡gastradntes圃皿nematodepara副煙…麺皿

intestine㎡mammnlfl

睡可ilshiwa飽価】eJikeiUniversitySchool㎡Medicine)

S213:35～In睦廿皿andImmunityin疏血一Antigenicstimula勉皿intheintesm乱

tractandpro睡箇veimmuni靭一

’五趣i…ma(GraduateSchool,OsakaPrefecturalUniversity)

CoffeeBreak(14:叩～14:10)

S314:10~ Altera掴皿andmechanism㎡地e町mbiot蛇画lulolyticsystemsintermites.

Gah1Tbkuda(UniversityoftheRyukyus)

S414:35～釣吐i画sbetween盈睡血函and皿画alasddiansintropics.

Euichil通…(UniversityoftheRyukyus)

S515:00～釣､肋函bbetweengiantdamsand地創r野趣oticdinoffagellates.

唖幽曲iMaruyamaGJAMSTEC)

CoffeeBreak(15:25～15:35)

S615:35- Coral-…an地dla野血otic四mlexasattractivematerialforresearch.

砿曲ioHidaka(UniversityoftheRyukyus)

Discussion16:35～17:00

Banquet18:30～20:00
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Friday,August27,2004

GeneralLecture

SessionE:Mammals

Chairperson:SeMjima,Y(TbkyoMedicalandDentalUniversity)

El10=00Bn“ぬin鍾付皿、…m皿minkewhalesinha肋血gwes…N唾比Pa画過c、

K.Ohnishi'>.K.TakishitâM.Kawato,R.Zenitani2>,T.Bando2>.Y.Fujise*,Y.Goね鋤

KUchida帥,S.YamamotoO&TMaruyama"

(JAMSTEC,Inst,ofCetaceanRes.*>,MiyazakiUniv.&JNIH-)

E210:15唾はathymicdevelopment㎡gutTcellinathymicnu/numice.

KazuvoMoro.HaoChen,MasakoMurai&HiromichiIshikawa

①ept.ofMicrobiolandImmunol,KeioUniv.Sch.ofMed.)

Chairperson:Ishikawa,H.(KeioUniversity)

E310:30Chan配㎡antigeni創靭㎡JEVdistiributedinOkinawaisland,indicatedby

reactivi跡㎡swinesera.

MikflRaitn')KatsuyaTairâ,KiyomasaItokazû,GoOgurâandNaokiMori'>

(Univ.oftheRyukyuŝ ândOkinawaPrefInst,ofHealthandEnviron.̂)

E410:45Role㎡NETcellsinhostdefensetoinfection.

Ka．u：wakaⅡ i>,TbshinoriNakayama2),MasaruTaniguchî&AtsushiSaitô

(GraduateSchoolofMedicinê,Univ.ofRyulq'us&Chibâ))

CoffeeBreak(11:00～11:15)

Chairperson:Sawada,T.(YamaguchiUniversity)

E511:15Therole㎡muriney8Tcellsinpro唾はveimmunityagainstbacterial

in錘箇cn

GoroMatsuzaki(CenterofMolBioscL,Univ.oftheRyukyus)

E611:30Effect㎡P-H的皿曲eactivati皿㎡SRBC-hemo]ysi8,dep函血gonhuman

聖面]m＝

SekiiimaY'¥FuiikuraYR,InuzukaM,HandaK,SuzukiY,OhkuboK'-2),

ShimizuM'NakamuraS'̂ &YamashitaJ"

(TbkyoMed.Det.Univ.,SaitamaPrefUniv.a,TokaiUniv.*)

E711:45町唾醒i皿㎡plgRinHT̂ g回1sbyMD2protein.

TakashiIwasê.TferumasaKmokawâ,TamotsuTsurumachPandItaruMoro'̂

①epts.ofPathology'*andEndodont.̂,NihonUniv.SchoolofDent)
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Ｉ

第1日目

一般講演:Al～A4

Bl～B2

CI～C3

Dl～D5



Al 紫外線B照射に対抗するプラナリアの生体防御反応

c木村美智代’’・石川統21．和合治久’’

埼玉医科大学短期大学臨床検査学科‘｝・放送大学大学院z’

近年オゾンホールの形成により、紫外線Bの地表到達量が増加しており、ヒトだけでなく地

球全体に存在する動植物に影響を与えていることが考えられる。そこで本研究では、再生実験

に用いられ、環境悪化の指標動物にもなるプラナリアの生体防御因子や再生に対する紫外線照

射の影響について免疫学的に検討した。その結果、1)紫外線を照射するとメラニン化や壊裂

を生じ、創傷治癒反応が起こらないこと、2）照射強度を一定にした場合、照射時間が長くな

ると生存率は低下すること、3）紫外線照射により集団を形成し、単独群に比べ生存率が高ま

ること、4）単独個体体表粘液中に含まれるレクチン、抗菌物質が集団粘液中にも存在し、単

独個体体表粘液に比べ紫外線による影響を受けにくいこと、5)SDS-PAGEにより蛋白を解析す

ると非照射の単独個体体表粘液と紫外線を30分間照射した単独個体体表粘液では26kD、30kD、

44kDの3つの蛋白質が認められたが、紫外線を45分以上照射した単独個体体表粘液並びにすべ

ての集団粘液では44kDの蛋白質のみが観察されることなどが判明した。以上の結果から、集団

を作ることは個々のプラナリアの防御となるばかりでなく、紫外線から身を守る物質として集

団で粘液を分泌し、紫外線に対抗する防御手段の機能を持っていることが強く示唆された。

HostDefenseReactionsofPlanarianDugesiq…"icaagainstUltravioletBIrradiation

MichivoKimura",HajimeIshikawa"andHaruhisaWago"

DepartmentofMedicalTechnology,SaitamaMedicalSchoolJuniorCollege"andSchoolofGraduateStudies,theUniversityoftheAir*'

A2扇形動物陸棲プラナリア、コウガイピルの生体防御機構

o瀬尾直美’・吉演勲2.白津康子’・佐々木由利’・山口恵一郎3．大橋瑠子4・内藤虞4．商橋潔5・古田恵美子6

東京医大生物学’・東京医大電顕室2．潤協医大医総研3・新潟大院医歯学4・熊本大医学6．比較免疫学研究所8

三旺葉性動物の中で最も原始的な無体腔動物であるプラナリアは生体防御の系統発

生において重要な位澄を占めている。土壌を這い回って土壌動物を捕食する陸棲のプ

ラナリア、コウガイピルは一般的に大型で、表皮は多量の粘液で覆われ、断片の再生

力は断片サイズ依存性が高いなどの特徴がみられる。

異物認餓に関与する細胞性因子の検索を有性系のクロイロコウガイピルで行った。

本種は虫体が不慮の事態で切断した時だけ再生能をみせるため、再生に伴う一連の生

体防御反応と異物侵入に対する通常の生体防御反応を区別できる好材料である。表皮

と腸管の間の間充織に固定したヒト赤血球(HRBC)を注入し、注入後0．5～24時間

の生体の反応を形態学的に追跡した。注入1．5時間後まで注入部の間充織に大きな集

塊をつくっていたHRBCは、3時間後には分散して複数個単位で間充織の細胞に捕捉

され始め、6時間後にはそれらは腸管周辺に移動、24時間後には間充織中のHRBCは

僅少となり、捕捉されているHRBCを腸管上皮に認めた。異物認職が間充織の細胞に

よってなされ、異物は腸管内腔へ排出されることが示唆された。更に、愈顕による検

肘から、HRBCは注入0.5時間後に間充織の細胞の樹状に分岐した長い細胞質突起中

に取り込まれており、異物認織は早期に開始されることが明らかとなった。

InternalDefenseSystemofTerrestrialFlatworm,Bipaliumfuacatum

ON・Seo',I.Yoshihama*.Y・Shirasawai,Y.Sasaki',K.YamaguchP,R.Ohashi*.M.Naito*,K.TakahashiB,E・FurutaS

TokyoMed・Univ.'2,DokkyoUniv.a,NiigataUniv､*,KumamotoUniv､Mnst・ofComp・Immunol.
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A3

PersistenceofathermostabledirecthemolysinﾏproducingstrainofVibrioparahaemolyticusvn.thegutof

lugworm,Perinei壇由回皿砿曲

NgunjiriMuthumbi,MegumiToyozato,MikiIshimineandNorichikaH.Kumazawa
TropicalBib叩hereResea』℃hCen彪喝UniversityoftheRyukyi喝艶nbaru1,Nisbibara'cbo,Okinawa
903-0213,Japan

Weexaminedtheabilityofalugworm,Perinei泡おnuntia,topreservethermostabledirect

hemolysin(TDH)-producingstrainsofP効nopaz没baemolytdcusinthegut.Thelugwormswere

inoculatedperoswithTDH-producingstrainD5(nal-r)orTDH-non-produdngstrainR15(rif-r)ata

densityofICP-lOBcfu/gandmaintainedinaquariawithartificialseawater(ASW)atdifferent

temperaturesandsalinitylevels.OurpreliminaryresultsindicatedthatstrainD5persistedatalevelof

lÔ-lQScfu/ginthegutsofjuvenilelugwormsmaintainedinASWwithasalinityof30%oanda

temperatureof25C.

Subsequently,weinoculatedjuvenileandadultlugwormswithamixtureofstrainsD5andR15

andmaintainedtheminASWwiththesalinityandtemperatureconditions.StrainR15waseliminated

bythejuvenileswithin14daysw皿estrainD5survivedatalevelof10̂cfu/gormoreforatleast21

days.Onthecontrary,adultwormseliminatedbothstrainswithin14days.Fromtheseevidences,we

concludedthatjuvenileP.nuntiahadaweakimmunologicalresponseagainstTDH-producingstrains

A4海洋無脊椎動物由来抗腫癌蛋白の作用機序の検討
来生淳、飯島亮介、山崎正利

帝京大学薬学部医療生命化学教室

私たちは、海洋無脊椎動物由来の生体防御物質を検索し、海洋軟体後飽類アメフラシAplysia

kurodai・タツナミガイDolabe〃αα脚riculariαに8種類の抗腫癌蛋白を見出してきた。また、節足動

物であるツメナガヨコパサミc〃bα"αriM5long〃αr$“にも抗腫癌蛋白を見出している。

見出した抗囲癌蛋白のうち、軟体動物卵白腺、卵由来の4種はカタラーゼにより抗腫癌活性が阻

害されたことから、過酸化水素を産生し、細胞傷害を引き起こしていることが判明した．しかし、タ

ツナミガイ紫汁液、表皮由来の物質や、ツメナガヨコパサミ由来の物質はカタラーゼで阻害されず、

作用機序が異なることが推測された。

タツナミガイ紫汁液、表皮由来の物質は、活性が短時間で引き起こされることから、細胞膜に作

用している可能性が高かった。そこで、膜傷害活性の有無をリボソームを用いて検討したところ、リ

ポソーム内物質を放出させる活性が認められた。更に、種々の阻害剤との併用効果を鯛ぺ、作用機序

を検肘した。その結果、細胞膜とミトコンドリア膜にイオノフオアとして作用する薬剤との相乗作用

が認められた。また、ミトコンドリアの酸化的リン酸化を阻害する薬剤との併用によっても相乗効果

が認められた。以上のことから、細胞膜に作用し、その後、ミトコンドリアのエネルギー代謝系に作

用している可能性が示唆された。

MechanismsofAntineoplasticProteinsfromMarineInvertebrates

JunKisugi,RyosukelijimaandMasatoshiYamazaki

FacultyofPharmaceuticalSciences,TeikyoUniversity
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慨11鴻搬髄淵蝋麗糊畷窯澗immunizedBon吻I躯皿威l…
'SchoolofLif℃ScienceandBiotechnology,Kor℃aUniversity,AnamDong,SeongbukKu,Seoul,136-701,Korea
'DepartmentofMedicalTechnology,JuniorCollege,SaitamaMedicalSchool,Moroyama,Saitama,Japan.

Hemocytesplayamajorroleininsectcellularimmuneresponse.Ininfectedwithforeigninvaders,hematopoiesis

wasmoreactivelyoccurred.Thecun写ntstudywasperformedtounderstandhemocytedifferentiationpatternsand

expressedproteinsofimmunizedBひ加恥morilarvae.Heat-inactivatedbacteria(Bacillusmegate""耐)wasinjected

intoa腕or/5thinstar4dayafterecdysis.Aftersixhours,theTHCwereincreasedupto905x10*inimmune

response・TheDHCindicatedthatgranulocyteswe雁mcreasedupto816.6×10*andcomprisedhalfofTHCin

immunizedlarvae.Usingtwo-dimensionalpolyacrylamidegelelectrophoresis(2-DPAGE),wedeterminedthat

hemolymphproteinsweredif通Ⅱ℃ntlyexpressedinimmunizedlarvae.Inhemocytes,fivespotswereup-regulatedand

sixspotsweredown-regulatedinimmunizedlarvae.Inplasma,threespotswereup-regulatedandfivespotswere

down-regulated.Heatshock70kDaprotein(Hsp70)wasoneofthehemocyteup-regulatedproteinsandfibroinlight

chainprecursor(Fib-L)wasamongthehemolymphup-regulatedproteins.TheseresultssuggestthatHsp70of

hemocytesandFib-LofhemolymphareassociatedwiththeregulationofTHCandGRincIEasinginimmune

response．

B2カイコガの多犠な異物認職能を有するC･typelectinの解析
o渡部綾子・宮認草水・佐藤令一

東京農工大学大学院生物システム応用科学教育部循環生産システム専修

無脊椎動物に属する昆虫の生態防御は、体腔内に侵入してきた微生物が異物として認鐙され

る自然免疫のみで成り立っていると考えられている。自然免疫の異物認磁は、動物には存在し

ない微生物の特徴的な分子栂造を特異的に腿厳すると考えられており、その構造には、病原体

関連分子パターン(PAMPs)であるグラム陰性細菌のリポポリサッカライド(LPS)、グラム陽性

細菌のテイコ酸、細菌細胞壁のペプチドグリカンなどが知られている(Janeway,1989)。カイコ

ガBomhJ,x皿@画においてもいくつかのパターン認鍾分子が同定されており、LPSに結合する
BombyxmoriLPS･bindingprotein(BmLBP)が挙げられる。BmLBPはカイコガの生体内で、
グラム陰性細菌を認織すると細胞性免疫反応のひとつであるノジュール形成を引き起こすこと

が知られている。ノジュール形成とは、生体内で異物の分散を防止する防御反応のひとつであ

る。この他にも、カイコガ幼虫の体液中には微生物に結合するタンパク質があることが判って

きた。

本研究では、カイコガ幼虫体液内から発見された、真菌・グラム陽性細菌・グラム陰性細菌

という生物界を超えて侵入微生物に結合する新規レクチン(BmMBP)が体腔内でどのようなは

たらきをしているのかを明らかにすることを目的とし、一次構造を決定し、性状解析を行なう。

AnalysisofMultiplerecognizingpropertyandfunctionofnovelC-typelectinfromthe

hemolymphofBombyxmori.

AyakoWatanabe,SousuiMiyazawa,RyoichiSato

TokyoUniversityofAgricultureandTechnologyGraduateSchoolofBASE
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CIマボヤ{H.roretzi)血リンパに見られる各種液胞細胞の差について

o潔田知夫’）・大竹伸一2)・石井照久3）

山口大医学部機能統御’）・日大医学部生物2)・秋田大学教文生物3）

マボヤの血リンパ中に見られる細胞（血球）の分類については幾つかの報告があり、研究者

間による分類の一致は未だ限定的である。また、生の血球の光学顕微鏡観察による分類(Sawada

etal.1991)と電子顕微鏡観察での分類(Zhangetal.1992、Ohtakeetal．1994)の一致も不十分

である。特に液胞細胞については、液胞内容物が不明である事と形状が似ている事から見解が

一致せず、液胞細胞をvl,v2,v3,v4の4種に分類する(Sawadaetal.1991)意見の一方で、液胞細

胞をvacuolatedcells1種とする見方もある。特にv3,v4については、両者共にその液胞がUV

照射下に青白色の自家蛍光を発することが知られており、Sawadaetal.(1991)がv3,v4を分け

る根拠とした液胞の数と大きさなどの差は血球種の違いを意味するのかという点が問題とされ

てきた。今回、我々はフェノールオキシダーゼ(PO)或いはその産物であるドーパキノンを有

する血球菰の同定を試みる中で、これら4種の液胞細胞（特にSawadaetal.1991によるvlと

v3、v3とv4の間）の染色性に明らかな差を露めた。PO産物（ドーパキノン）を有する血球は、

液胞細胞v3とvtriformcells(=g3;Sawadaetal.1991,=V8;Ohtakeetal.1994)だけであり、vl

とv4はv3と異なる性状の細胞であると考えられた。この事実はv3とv4が異なる血球種であ

ることを支持する。今後は、液胞細胞を異なる数種類に分けた電顕観察による分類と光顕観察

との一致においても前進が期待される。

Vacuolatedcellsinhemolyphinthesolitaryascidian.Halocy“hjaroFeIzj

T･Sawada",S・Ohtake*>andT・Ishii"

YamaguchiUniversity",NihonUniversity*¥AkitaUniversity''

C2マボヤ(H・roretzi)血リンパのフェノール酸化酵素(PO)に関する研究
O石井照久1）．濯田知夫2）．大竹伸一3）

秋田大学教文生物1》・山口大医学部機能統御2）．日大医学部生物3）

脊索動物であるマボヤの血リンパは血球と血擬から構成されており、その両者が様々な生

体防御機能を有していることがこれまで数多く報告されてきている。その1つとしてフェノ

ール酸化酵素(PO)が生体防御に有効であること、液胞細胞がPOを有しており様々な刺激

によりPOを放出すること、などが報告されている(Hataetal,1998)。我々はPOを保持あ

るいは放出するマボヤの血球種を特定しようとしているが、採血による刺激でPOをすべて放

出してしまう血球種があればその血球種を検出できないことになる。同時に正常血蕊中のPO

値も捉えられない。そこで我々は、採血自体のPO放出への影響をみるために、様々な条件下

で採血を行い血嬢中のPO値を検討したので報告する。EDTA，ロイペプチン、プロテアーゼ

阻害剤カクテル（シグマ社製）を各々含んだ注射器に血リンパを採血するとPO活性が血嬢中

に検出され、何も含まない注射器に採血した時より活性が高かった。これらは血球からのPO

放出を促進するようである。0℃ろ過海水中への採血では血蕊中のPO活性は低かったので血

球からのPO放出が抑制されたと思われる。あらかじめマポヤを0℃で40分冷やして採血し

た場合は血紫中へのPO放出抑制効果はなかった。以上から採血自体がPO放出刺激になって

いることが示唆された。未だ血紫中にPOが放出されない採血法を見出せないでおり、正常血

紫中のPO値は不明である。PO産物（ドーパキノン）陽性血球については別に報告する。

AstudyonthePhenoloxidaseinhemolyphinthesolitaryascidian,Hαﾉocvmhiaroretzi.

Oj・Ishii'>,T.Sawada",andS.Ohtake"

AkitaUniversity",YamaguchiUniversity,NihonUniversity
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C3Prochloron共生ホヤ庁ididemnumcyclopsの寄生動物
o広瀬裕一・久世耕嗣

琉球大学理学部海洋自然科学科

原核藻類Prochloronと共生するホヤTrididemnumcyclop幼群体を毎月1年間定期採集し、
群体内に寄生する後生動物について調べた。群体内にはヨコエビの一種や芋虫状の寄生性カイ
アシが時折翠められたが、寄生頻度はそれほど高くは無かった。寄生動物はいずれもホヤ群体

の共同排出腔（鯉嚢でろ過された海水を群体外へ導く通路）を住処としており、同じ空間に共

生藻Prochloronも分布する。12月に採集された群体からは、巻貝のヴェリジヤー幼生や旺が

見つかった。組織学的に検肘したところ、親貝はホヤ群体の底面に穴を開け、ホヤ被嚢内に産
卵し、ホヤ群体内で雁発生が進んだものと考えられる。卵が産みつけられた被褒内の腔所はヘ
マトキシリンに濃染する層に裏打ちされており、産卵時の分泌物と思われる。同時にこれは産

卵によって被嚢に穿たれた穴を塞いでもいる。同様の構造が、深海性単体ホ"̂ Megalodicopia

hiansの被嚢内で発見された正体不明の匠の周囲でも観察されており、これも巻貝による寄生

的な産卵に由来するのかも知れない。

ParasiticAnimalsinhabitinginaProcMoron-bearingascidianTrididemnum

cyclops.

EuichiHiroseandKojiKuze

UniversityoftheRyukyus

Dl円口類ヌタウナギ補体MASP遺伝子のcDNAクローニング
宋荊秋1）・高宗和史2）．菅原芳明1）．O藤井保1）

県立広島女子大・生活1〉・熊大・理2）

-bi|シプロテアーゼ・ドメインのアミノ酸配列をもとにPCRプライマーを作成し、セリンプロテアーゼ・ドメインのアミノ酸配列をもとにPCRプライマーを作成し、メクラ

ウナギの一種、ヌタウナギ(Eptatretusburgeri)の肝臓mRNAを鋳型としてRT-PCRを行っ

た。増幅したcDNA断片（約230bp)をクローニングして塩基配列を鯛べたところ、これら

クローンの中に補体成分の一つであるマンノース結合レクチン関連セリンプロテアーゼ
(MASP)と類似の配列をコードするcDNAクローンが存在していた。そこで、このcDNA断片
をプローブとしてヌタウナギ肝臓cDNAライブラリーから一つのcDNAクローンを選別し、

5*RACE法を併用することにより2.290bpの塩基配列を明らかにした。このcDNAがコード

するタンパク質は712残基（分子量80,269Da)からなり、ヒトMASP-1と高い類似性(42.1%)
を示していた。また、活性中心セリンがTCNでコードされており、別の活性中心ヒスチジン

の両脇にはシステインが存在するといったMASP-1の特徴を兼ね備えていたことから、この

cDNAはヌタウナギMASP-1をコードしている、と考えられる。さらに、ゲノムDNAとcDNA

を鋳型としたPCRにより、MASP-1のもう一つの特徴であるセリンプロテアーゼ・ドメイン

が分断エキソンによってコードされていることも明らかにした。現在、本研究成果に基づい

て作成された抗ヌタウナギMASP-1抗体を活用した当該分子に関する研究が進行中である。

cDNAcloningofaMASPgenefromthehagfish(Eptatretusburgeri)

SongLiqiu", KazufumiTakamune*', YoshiakiSugawara",and

TamotsuFujii"
HiroshimaPrefecturalWomen'sUniversity'>andKumamotoUniversity*'
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D2

ギンブナのウイルス抗原特異的細胞傷害性白血球はsic陰性でTCR-6,CDSu遺伝子を発現する

o柚本智軌iト吉浦康寿＄’岡本信明：’中西照幸31乙竹充’）

水6ルセンター養殖研究所’1海洋大学海洋生物資源学科z'日大生物資源科学部j’

我々はクローンギンブナ(S3u)とS3n由来株化細胞を用いることにより、ウイルス感染細胞に対す

る抗原特異的な細胞傷害活性(CTL様活性）の誘導に成功している。そこで本研究では、この抗原

特異的細胞傷害活性を有するエフエクター細胞の性状を明らかにするため、ギンブナの頭腎由来白

血球を用いて、哨乳類の細胞傷害性T細胞(CTL)の代表的なマーカーであるTCR,CD8の発現、及

tfslgの布無と細胞傷害活性との相関を調べた。ウイルス感染及び非感染ギンブナの頭腎由来白血

球を、比重分離法及びB細胞に対するモノクローナル抗体を用いた磁気ビーズ分離法により、以下

の4つの画分に分けた。①比璽1.08a/mlより軽い細胞集団（主にリンパ球)②比里1.08～1．09g/ml

の細胞災団（主に好中球、その他の穎粒球)、③①の細胞集団からB細胞を除いた集団（主にslg

陰性リンパ球）④B細胞（主にslg陽性リンパ球)。これらの細胞集団をエフェクター細胞として、

ウイルス感染細胞に対する細胞傷害活性を測定した。さらに、これらの画分からRNAを採取し

TCR-fl及びCDSaの遺伝子発現についてRT-PCRにより調べた。その結果、非感染魚由来のすべて

の細胞集団はウイルス感染細胞を傷害しなかった。一方、感染魚由来のslg陰性リンパ球を含む①

及び③画分は、強い傷害活性を示し、TCR及びCDS遺伝子を強く発現していることが確認された。

以上の結果から、魚類でも哨乳類と同様に、ウイルス抗原特異的細胞傷害活性を有するエフェクタ

ー細胞は、slg陰性のリンパ球で、TCR-@、CDSqを発現していることが示唆された。

Virus-specificcytot《､xiccellsofgiabuuacmciaucarpexpressTCR-p.CDSagenes

o.『、5⑥加lamoto''.Y、Yosl]iiira'¥N・Okamolo-'T.Nakauisbi"andM.Ototake".

NatlResInstAquaculture",TokyoUniv・ofMarincS低i値、“audT心唖liuology2》,NibOpUuiv'》．

D3 胎生魚オキタナゴの卵巣腔液による白血球の機能調節

◎斉藤絵里奈・中村修・渡遜翼
北里大学水産学部

オキタナゴⅣeoditremaransonne〃は、ウミタナゴ科の胎生魚で6ヶ月以上の長い妊娠期間を持
つ。これまでの研究でオキタナゴの卵巣腔内には多数の白血球が存在しており、交尾後の精子を貧食
するだけでなく、妊娠中の胎仔魚とも共存していることがわかった(Tazumietal,2004)。その90％
以上はマクロファージで、他に好中球やリンパ球も存在するが数％に過ぎない。これらの白血球は精
子や胎仔魚と直接接触しうる位瞳にありながら免疫応答を引き起こさず、リンパ球も増殖しないこと
から、卵巣腔液によって白血球の機能が調節されているのではないかと考えた。そこで、オスの頭腎
から分離したマクロファージを用いて、卵巣腔液存在下と非存在下で培養し、機能の違いを調べた。
NBT法により活性酸素産生を測定したところ、卵巣腔液存在下ではザイモサン刺激後の活性酸素産生
が非存在下に比べて有意に上昇した。ラテックスビーズに対する食食能には変化がなかったが、卵巣
腔液には血消とほぼ同等のオプソニン作用が見られた。これらの結果から、卵巣腔内では非特異的な
免疫機能が高められていると考えられる。

Modulationofleucocytesfunctionbytheovarianfluidofviviparousfish,Neodiな℃四日』宙〃Sonne〃
(Perciformes,Embiotocidae)

ErinaSaitou,OsamuNakamura,TasukuWatanabe

KITASATOUNIVERSITYSchoolofFisheriesSciences
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D4ニジマスTNFの胸腺細胞増殖に与える影響
・日野和義')・中村修')・吉浦康寿2)・渡辺翼'）

北里大学水産学部')・水産総合研究センター養殖研究所2）

噛乳類の胸腺細胞の増殖と分化を促進するサイトカインとしては、interleukin（IL)･1，2，4，6，7や
tumornecrosisfactor(TNF)などが報告されている。しかし、魚類胸腺細胞の分化、増殖に影響を与

えるサイトカインは不明である。ニジマスon“鋤ynchusmykiss培養マクロファージ(RTM5)をキチ
ンノキトサン関連物質のひとつであるS-chitosanC共和テクノス）とlipopoIysaccharide(LPS)で刺激し

たところ、抗ニジマスrecombinant(r)TNFによる免疫染色においてLPSのみで刺激した細胞に比べ

強い陽性反応が得られた。そこでS-chitosanとLPSで刺激して得たRTM5培養上清(conditioned
medium̂ CM)が胸腺細胞の増殖に与える影響を5-bromo-2'-deoxyuridine(BrdU)の取り込みにより調

べた。さらに、生体内でもTNFが胸腺細胞の分化、増殖に関わっているのではないかと考え、胸腺
TNF産生細胞とその局在を明らかにすることを目的として免疫染色を行なった。

ニジマス胸腺細胞を10%FBS加RPMI1640(RPMI10)で培養すると、細胞の増殖はほとんど見られ

なかった。しかし、RTM5CMをもちいて培養すると7.11日目にはコントロール(RPMI10)に比べ増

殖した細胞が有意(p<0.01)に多かった。また抗ニジマスrTNFウサギIgGで吸収したCMをもちいて
胸腺細胞を培養したところ、CMによる増殖促進効果が有意に抑制されたことから、ニジマス胸腺細
胞の増殖にCM中のTNFが効果を与えていることが明らかになった。胸腺から分離した細胞を免疫
染色した結果、胸腺リンパ球を含むいくつかの細胞が陽性を示した。胸腺の組織切片では胸腺の内部

域において陽性細胞が確認された。これらのことから、魚類においても胸腺細胞の分化、成熟にTNF

が関与していることが示唆された。

TheeffectsofrainbowtroutTNFontheproliferationofthymocytes

oK・Hino1)，O・Nakamura",Y・Yoshiura*'andT・Watanabe'》

SchoolofFisheriesSciences,KitasatoUniversity",NationalResearchInstituteofAquaculture**

D5ソウギヨ補体成分のcDNAクローニングとコイ補体遺伝子多重化機構の推定
・中尾実樹・原田あゆみ・矢野友紀

九州大学大学院農学研究院生物機能科学部門

コイ(Cypr加那cαゆio)では、C3、C4，C5，B因子など多くの補体成分をコードする遺伝子が多重

化している。これらの遺伝子重複は、コイ(2n=100)の祖先で起こったと推定される染色体の倍数

化(allotetraploidization)のためであると考えられてきたが、この点を検討した実験例はほとんどな
い。本研究では、コイの4倍体化によって重複した補体遺伝子を特定するために、コイに近縁な2

倍体魚種であるソウギョ(αenop"〃"godonidellus,2n=48)から、各種補体成分のcDNAをクローニ
ングし、得られた配列を系統発生学的に解析した。まず、ソウギョ肝騨臓RNAから、縮重プライ

マーを用いたRT-PCR法によってC3、C5、Clr、B因子、およびI因子のcDNA断片を増幅し、こ

れをpGEM-Tベクターにサブクローニング後、塩基配列を決定した。次に、推定アミノ酸配列を用
いて、近隣結合法または最尤法によって各補体成分の分子系統樹を作成した。その結果、コイのC5

アイソタイプ(C5-I,C5-II)とClrアイソタイプ(Clr/s-A,Clr/s-B)は、ソウギヨと分岐後、コイの4倍

体化によって遺伝子重複したことを示唆する系統樹が得られた。一方、コイで同定されている3種

のB因子アイソタイプ(Al,A2,A3)については、A1/A2の祖先とA3の祖先が、コイとソウギョの分

岐前に直列的な遺伝子重複によって生じ、その後コイにおいて、おそらく4倍体化によってAlと

A2に分岐したことが示唆された。C3とI因子については、コイ・ソウギョ両者に複数のアイソフ

オームが認められ、系統樹解析によっても明確な分岐パターンを特定できなかった。

cDNAcloningofgrasscarpcomplementcomponents.

MikiNakao,AyumiHarada,andTomokiYano.

DepartmentofBioscienceandBiotechnology,KyushuUniversity.
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第2日目

一般講演:D6～D9

シンポジウム:S1,SI～S6



D6ヒラメの免疫機能に及ぼす次亜塩素酸ナトリウム浸漬の影響

○北吉直子')・河原栄二郎'》・楠田理－1)・河野智哉幻・酒井正博幻

福山大学生命工学部')・宮崎大学農学部幻

次亜塩素酸ナトリウム(NaCIO)は消毒効果が高くて安価なため、消毒薬として一般に使用

されている。しかし､塩素と水中の有機物から生成される有機ハロゲン化合物の魚類に対する毒

性が心配されている。本研究では、ヒラメの免疫機能に及ぼすNaCIOの影響について調べた。

供試魚には体重60－70gのヒラメを用い、水温20-22℃で飼育した。浸演処理は止水の飼
育水にNaCIO溶液を添加し、有効塩素濃度0，0.01および0.Ippmになるようにして行った。

浸漬1，3および5日後､頭腎白血球の殺菌活性はザイモサンを用いたNBT還元試験およびPMA
刺激後にDHR染色してフローサイトメトリーで測定した｡血清の補体活性はウサギ赤血球を用
いて、血清および腎臓のリゾチーム活性はMicrococcus菌体を用いて測定した。また、浸漬3d

後の頭腎、牌臓､腸管および鯉のCCケモカイン遺伝子の発現量はRT-PCRで測定した｡鯉の組

織切片を作製し、HE染色して顕微鏡で観察した。さらに、浸漬3日前、浸漬時および浸漬3日

後に配wardsiellatardaの死菌を筋肉内接種し、接種2および4週後に血中抗体価を測定した。
頭腎白血球の殺菌活性は浸漬3日後に上昇した｡血清の補体活性と血清および腎臓のリゾチー
ム活性は1日後に上昇し、3および5日後に低下する傾向を示した。CCケモカイン遺伝子の発

現量は牌臓、鯉、腸管では有意に増加したが、頭腎では差異はなかった。また、鯉の組織観察で

は二次細弁の上皮細胞の崩壊が認められた。さらに､抗体価は浸漬3日後の死菌接種で上昇した。

EffectofhypochloriteimmersiononimmuneresponseofJapaneseflounder

NaokoKitayoshi",EijiroKawahara",KusudaRiichi,TomoyaKonôandMasahiroSakaî
FukuyamaUniversity"andMiyazakiUniversitŷ

D7

Linkagebetweenvariationsinmajorhistocompatibilitycomplex(MHC)classIandbehavior
mminbowtrout

JohannesMartinusDUKSTRA',1℃nioAZUMAlMitsuruOTOTAKÊ

1)Inst,forComprehensiveMedicalScience,FujitaHealthUniversity,Toyoake,Ĵan
2)NikkoBranch,NationalResearchInstituteofFisheriesScience,Nikko,Japan
3)InlandStation,NationalResearchInstituteofAquaculture,Tamaki,Japan

ハ征iCclasslamoleculespresentpeptidesderivedfromintracellularantigensatthecell
surfaceforscreeningbycytotoxicTlymphocytes.Thepeptidesareboundinagrooveformedby
血eハ歴iCclasslaalandaldomains.InmanⅡnalsthisgroovediffersconsiderablybetween
individualsresulmgindifferentpeptidebindingspecificities.Commonlythisallelicvariationis
explainedbyassumingthatitdecreasesthepossibilitiesofapathogentoescapeefficient
presentationbyallMHCclasslaalleleswithinapopulation.

TheMHCclasslaallelicdiversificationinrainbowtroutisconsiderablylargerthanin
mammals,andmayformthelocuswi血血elargestallelicdiversificationeverdescribed.Because

thetroutallelicvariationextendsfarbeyondthepeptidebindinggroove,thepathogenrelated
modeldescribedaboveisimlikelytoexplain.Sincewefoimd,byuseofanestablishedmonoclonal
antibody,thattroutA狂iCclasslaisexpressedintheneuronsofearlytroutlarvae,wespeculated
thattheMHCclasslaallelicvariationmaycontributetodifferencesinindividualsinneural
organizationandtherebyinbehavior.Weextensivelycomparedthebehaviortypesassociatedwith
twoA征iCclasslahaplotypesandindeedfotmdconsistentandsig【亜cantlinkagethroughout
differentbroodstocks.Whereasonehaplotypewasassociatedwithabold/aggressivetypeof
behavior,theotherhŝlotypewasassociatedwithacareful/friendlybehaviortype.Thebehavior
differencesresultedinpronouncedweightdifferences.
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D8トラフグにおけるB細胞分化調節因子群のクローニング

o大谷真紀・宮台俊明

福井県立大学大学院海洋生物資源学

B細胞は親和性成熟を行った後、抗原特異的抗体を分泌する形質細胞か、二次免疫応答を司

る記憶B細胞へと分化し、痩得免疫における重要な役割を担っている。魚類は獲得免疫機構を

備えた最も下等な脊椎動物であるが、魚類B細胞の分化ついては不明な点が多い。そこで、成

熟B細胞から形質細胞への分化調節に関与する遺伝子群をクローニングし、魚類B細胞におけ

る遺伝子レベルでの分化調節機構を考察した。

トラフグのゲノムデータベースを利用し、輔乳類のB細胞分化調節因子群のBLAST検索を

行った結果、転写抑制因子群(BCL-6,Blimp-1)とその標的遺伝子群(EBF-2,Oci-2,c-Myc,XBP-l.

AID)、またBlimp-1のco-repressorとされるHDAC群(HDAC-A,-B)とGrouchoファミリータ

ンパク質群(TLE-1,-3)が発見された。これらの遺伝子は何れもﾛll]乳類と相同性が高いことか

ら、機能も類似していることが予測された。Blimp-1は形質細胞への分化調節を制御する中心

的な転写抑制因子であり、BCL-6は噛乳類の猿得免疫成立に重要である旺中心形成に必須の転

写抑制因子である。Blimp-1とBCL-6はB細胞分化の運命を決定付けるものであり、これらの
遺伝子が発見されたことは、m乳類B細胞の分化調節機構と同様に魚類B細胞も複数の転写調

節因子によって制御されている可能性を示唆する。さらに、Blimp-1の標的遺伝子群が多数存

在することも、これを堅付ける結果である。

CloningofregulatoryfactorsforB-celldifferentiationinteleostfish,torafugu(Takifugurubripes)

oMakiOhtaniandToshiakiMiyadai

FukuiPrefecturalUniversity

D9トラフグTCRB,r.<5のcDNAクローニング

・橋本輝己・宮台俊明・大谷真紀

福井県立大学海洋生物資源

【目的】T-celIreceptor(TCR)は，痩得免疫が機能する上で必要不可欠な分子であり，ホ

乳類においてよく研究されている。しかしながら魚類TCRの研究は乏しく，トラフグにおい

てはαβ型，γ6型の分子のうちα遺伝子の性状が報告されているにすぎなかった。そこでト

ラフグのTCRの全容を解明する目的で,TCRj8,γおよび6のクローニングを行った。

【方法】すでに報告されている他魚種のTCR遺伝子のデータやフグゲノムデータベースを

基にプライマーを作成し，胸腺由来のcDNAから,TCRB,r,6のC領域をダイレクト

シーケンスした。次にC領域から5'RACEを行い.TAクローニングの後,V(D)J領域

をシーケンスした。

【結果】TCRβでは少なくとも10個のV遺伝子と1つのD遺伝子,5つのJ遺伝子および

1つのC遺伝子が確麗された。10個のV遺伝子は，相同性によっていくつかのグループに区分

される。TCRγでは，それぞれ1つのV・』．C遺伝子を確麗した。シーケンスされたVγは，

互いに高い相同性を示し，それらが単一の遺伝子に由来するのかどうかが問題である。TCR

6では，1つずつのJc遺伝子を明らかにした。C6遺伝子は,ca遺伝子との高い相同性を

示した。V6遺伝子に関しては.Vα遺伝子と共通するものがある可能性が示された。TCR

α，β，γ’6遺伝子が確麗された魚類は，ヒラメに次いで2例目である。

CloningofT-cellreceptorP,y,8cDNAsoftorafugu(Takifugurubripes)

'TerumiHashimoto,ToshiakiMiyadai,MakiOhtani

FukuiPrefecturalUniversity
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寄生から共生へその免疫学的背景シンポジウム ●
●

Sエ共生生物と病原生物一共生における異物認識一

児玉洋

大阪府立大学大学院農学生命科学研究科獣医学専攻獣医免疫学教室

「異種の生物が同じ場所に棲息し，しかも行動的あるいは生理的に緊密な結

びつきを定常的に保っている状態」を共生という。共生状態では，異種生物間

の接触が頻繁に起こり，異物認識機構としての免疫応答が誘導されるはずであ

る。ある生物が異種生物体内，あるいは細胞内に侵入すると，それらは互いに

排除しようとする反応を起こす。感染症においては，宿主に誘導される強固な

免疫応答により，微生物はしばしばすみやかに排除されてしまう。共生-寄生一

感染の諸相における異物認識は，基本的には共通な機構によるはずである。感

染を，「寄生体（微生物）が宿主となりうる動物に初めて遭遇してから，宿主と

共生するようになるまでの間，宿主の生理機能が一時的に混乱した状態」と位

置づけると，寄生体は，「宿主動物の密度を調節したり，劣性個体を淘汰したり，

遺伝子の水平伝達を行ったりすることによって，動物の進化にかかわっている

重要な因子のひとつ」と考えることもできる。異物認識と排除については，古

典的な「自己・非自己認識」からさらに，非自己が自己にとって危険か否かの

価値判断を宿主（抗原提示細胞）が行なうとする「DangerModel」のような新

たな解釈も試みられている。異物認識機構は，脊椎動物のみならずいかなる動

物種にも存在すると考えられるから,InnateImmunityの基盤に立った免疫学的

アプローチが，共生-寄生-感染の根底に共通して存在する異物認識機構の解明，

さらに生物の進化を理解するために役立つと考えられる。

SymbiontandPathogen-NonselfRecognitionInSymbiosis-

HiroshiKodama

Lab.Vet・Immunol.,CourseVet・Sci.,Grad・Sch.Agricult.Biol・Sci.,OsakaPref.

Univ.
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SI哨乳類の腸管からの寄生虫の排除機構

石渡賢治

東京慈恵会医科大学熱帯医学講座

ある一つの生物が他の生物の体表あるいは体内で生活している場合を広い意

味で寄生と呼んでいる。この関係で両生物が互いに利益を得ている場合を相利

共生といい、寄生している生物（寄生体）が生存の場や食物などを与えられて

利益を得ている一方、宿を提供している生物（宿主）は不利益あるいは害を受

けている場合を狭い意味の寄生（真の寄生）という。真の寄生の究極は、宿主

に意識されないことで確実に次世代を残すことである。しかしながら、宿主に

備わっている生体防御系（免疫系）は、自己と非自己を識別し非自己を徹底的

に排除する。体表あるいは“内なる外”である腸管に存在する寄生体はその存

在部位ゆえに宿主の免疫系に意識されることは少ないが、体内に存在する寄生

体は常に宿主の免疫系に意識され、非自己と認識されたものはその攻撃から回

避しつづけなければならない。このように、恒温湿潤で栄養に富む腸管は寄生

体にとって理想的な寄生部位といえる。実際、自然界では腸管寄生の寄生虫種

は多く、長期間寄生したり、また何度も感染したりする。では、腸管寄生虫に

対する免疫は起きていないのであろうか？腸管寄生虫は宿主の免疫系によって

非自己の認識を受けている。この一見矛盾した現象の一つの説明として、腸管

における排除方法が体内におけるそれと比べて穏やかなためではないかと演者

は考える｡ネズミの腸管寄生線虫(Nippos伽"gylusbras脆"sis;Nb)に感染したラ
ットで､免疫応答により分泌冗進した粘液がNbを包み込んで排除することが示

された。次に、その排除が粘液の主要構成成分であるムチンの変化によること

が組織レクチン染色を用いた実験で示された。演者らはマウスにおいてその変

化がムチン型糖蛋白へのシアル酸の結合であることを示し、さらにこの変化が

IL-13ﾉIL-4receptor/State経路を介したシアル酸転移酵素の発現増強によること
を示唆した。免疫応答によって粘液の性質変化が起こり、それがNbの排除に関

わっている。マウスにおいてシアル化されたムチンがNbにどのように作用して

いるのかは今後の課題であるが､排除されるNbを新しい宿主の腸管に移植して

やると再び寄生することから、この作用は少なくともNbに対して致死的ではな

いことが予想される。他の腸管寄生虫種においても、致死的傷害を受けて排除

されるのではないことが示唆されている。腸管からの寄生虫の排除は腸管の構

造からみても穏やかな方法で充分なのかもしれない。

Expulsionmechanismsofgastrointestinalnematodeparasitesfromsmall
intestineofmammals.

KenjiIshiwata

DepartmentofTropicalMedicine,theJikeiUniversitySchoolofMedicine
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S2魚類における感染と免疫一腸管からの抗原刺激と感染防御一

児玉洋

大阪府立大学大学院農学生命科学研究科獣医学専攻獣医免疫学教室

粘膜免疫は,全身性免疫応答とは異なる機序により誘導される免疫応答であり，

微生物感染に対する局所防衛機構として重要である。腸管は，多種腸管内細菌の

棲息場所であると同時に，粘膜は病原微生物の感染門戸でもある。経口的に摂取

された蛋白や腸管内常在細菌は，通常は宿主に免疫応答を誘導しないが，病原微

生物由来抗原の経口投与は腸管粘膜における局所免疫のみならず,全身免疫応答

をも誘導する。さらに，非微生物抗原をリポソームなどの担体に組み込んで経口

投与すると，同様の反応が誘導される。非微生物抗原や非病原微生物と，病原微

生物に対する抗原認識機構の差異は明らかではないが,腸管粘膜における選択的

抗原認識が誘起されることは明らかである。今回，非微生物抗原であるSSAh

るいは，魚病細菌Aeromonassalmo"陀焔抗原をコイに経口投与し，腸管なら

びに全身免疫の誘導を解析した。抗原をリポソームに封入して経口免疫すると，

腸管局所および全身性に抗体応答が誘導され,牌臓や頭腎に抗体産生リンパ球が

検出された。さらに,A.salmonicida攻撃に対しては，免疫コイにおける体表の

潰傷形成と死亡が顕著に抑制された｡これらの結果は,適切な抗原投与法antigen

deliverysystemを採用することにより，腸管のみならず,体表および血中におけ

る有効な防御免疫応答の誘導が可能であることを示している。経口免疫は，魚類

において簡便かつ有効なワクチン投与法として普及することが期待される。

InfectionandImmunityinFish-AntigenicStimulationintheIntestinalTractand

ProtectiveImmunity-

HiroshiKodamaLab.Vet.Immunol.,CourseVet.Sci.,Grad.Sch.Agricult.Biol.

Sci.,OsakaPref.Univ.

－31－



S3シロアリ類のセルロース消化共生系の仕組みと変化

徳田岳

琉球大学遺伝子実験センター

シロアリ類は、地球上で数少ないセルロースを主食とする動物のひとつであ

り、特に熱帯域の生態系における炭素循環系の中で重要な位置を占めている。

一般に、シロアリ類が消化管内にセルロースを分解できる原生動物を共生させ

ていることはよく知られているが、実際は、これまでに報告されている約2600

種類のシロアリのうち、実に75％の種では、このような原生動物を有していな

いことが報告されている。このような種類のシロアリは分子系統的にみるとシ

ロアリ類の中ではもっとも最近になって生じたと考えられており、それらの一

部は木材を主食として利用するものの、多くは腐植士やコケを主食として利用

したり、キノコを自ら栽培するなど、多様な食性を示している。

これまでに我々は、シロアリ自身もセルロースを分解する酵素（セルラーゼ）

を持っており、この酵素が唾液腺か中腸のいずれかから分泌されていることを

明らかにしてきた。そこで、系統関係や食性の異なるシロアリについて酵素活

性を調査したところ、共生原生動物をもつシロアリでは唾液腺と原生動物が共

生する後腸に強いセルラーゼ活性があり、他方、共生原生動物を持たない種類

では、キノコと共生するシロアリを除いて中腸にセルラーゼ活性が集中してい

ることが明らかとなった。これらの結果から、共生原生動物を持つシロアリは、

まずシロアリ由来のセルラーゼによって食物に含まれるセルロースの一部を消

化した後、残りを原生動物が消化するという2重の消化システムを構築してい

ることが考えられた。また、共生原生動物を持たないシロアリでは、シロアリ

自身が中腸から分泌するセルラーゼがセルロース消化において中心的な役割を

担うことが考えられた。さらに、シロアリ由来のセルラーゼ配列に特異的なプ

ライマーを用い､系統関係の異なるシロアリ類についてRT-PCRを行った結果、

セルラーゼを分泌する器官が唾液腺から中腸に変化したのは、シロアリが共生

原生動物を失った後に起こった可能性が示唆された。近年明らかになってきた

シロアリ類の系統関係を踏まえ、これまでの結果からシロアリのセルロース消

化共生系の進化について考察する。

Alterationandmechanismofthesymbioticcellulolyticsystemsintermites

GakuTokuda

CenterofMolecularBiosciences(COMB),UniversityoftheRyukyus
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S4熱帯産群体ホヤと月℃ehﾉbron(原核緑藻）の共生

広瀬裕一

琉球大学理学部海洋自然科学科

RDchわのnは光合成色素としてクロロフィルbを持つユニークな原核性藻類

で、熱帯性の群体ホヤと共生する。宿主は全てジデムニ科に属し、本邦でも1

0種以上の共生ホヤが沖縄のサンゴ礁で確認されている。これまで自由生活の

Prochわめnは発見されておらず､宿主ホヤは常にRDchﾉbronと共生する。共生

藻は宿主の世代を超えて引き継がれる（垂直伝播）ので、両者に共進化が生じ

ている可能性もある。両者の共生関係については、共生藻の光合成産物を宿主

が養分として利用する事が、放射ラベルした炭素源を用いた研究から示されて

いる。しかし、月℃chﾉbronを宿主から完全に分離する事が困難なので、これは

精度の高い根拠ではない。一般にProchloro〃はホヤ群体の共同出水腔に分布す

るが、ここは養分のやり取りに適切な分布ではない。以下では、生体防御の視

点からホヤと月Dchloronの共生について議論したい。

ホヤノシラミはホヤに寄生するコペポーダである｡共生ホヤの一種Dわわsoma
virensではホヤノシラミは共同出水腔内でProchloronに取り囲まれているが、

胃内容を組織化学的に調べると、ホヤの皮（被嚢）を専食していることがわか

った。これはRDchﾉbronが餌として不適である可能性を示す。ホヤ-Prochﾉbron

共生系からは様々な生理活性物質（多くは毒物）が単離されており、その一部

はRDchloro〃に由来する。ホヤは毒性を持つ月℃chloronを保持することで捕

食を逃れている可能性があるだろう。

熱帯の太陽光は紫外線を多量に含んでいる。被嚢の光吸収スペクトルを22種

のホヤで調べると、RDchloron共生種のみでUV-A・UV-Bに対応する吸収ピー

クが認められた。つまり、宿主ホヤは紫外線をブロックするが光合成に必要な

可視光線を透過する皮を持っている。この紫外線吸収物質は3－4種の

MAAs(mycosporine-likeaminoacids)である。後生動物では餌や共生体が供給源

と考えられているが、R℃chloronもMAAsを含むので供給源と期待される。今

後、MMAsの移送機構が共生の生理を読み解く上での鍵となるかも知れない。

Lissoclinumpunc抱加mでは共生するR℃chloronのおよそ半分が被嚢の細胞

内に取り込まれている。これはホヤー月℃chloron共生系で知られる唯一の細胞内

共生であるが、宿主細胞と月Dchﾉbronの生理的な関係はよくわかっていない。

SymbiosisbetweenProchlronandcolonialascidiansintropics.
EuichiHirose

Dpt.ofChem.Biol,andMar.Sci.,Fac・ofSci.,Univ.oftheRyukyus
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S5シャコガイと褐虫藻の共生

･丸山正’)、中山光二2)、王堂哲3）

海洋研究開発機構')、三菱化学安全科学研究所2)、ロンザジャパン3）

シャコガイ類は体内に渦鞭毛藻に属する微細藻を褐虫藻管

(Zooxanthellaltube)と呼ばれる消化管から伸びる管の中に共生さ

せている。最近の分子系統学的解析から、これらの共生藻には複数

の遺伝学的に異なる種類があり、一個体のシャコガイ体内にも複数

の種類が共存していることが明らかになって来た。共生藻はシャコ

ガイ体内で、光合成産物の50％以上を分泌して宿主が利用している

が、同時に共生藻は有害な紫外線等の無い比較的安定した環境を得

て居ると言う意味で相互に利益を得ている。生体防御という観点か

らこの両者の関係を解析した研究は少なく、今後の課題であるが、

シヤコガイの血リンパには3種類の形態学的に異なる血球が認めら

れる。これらを好エオシン性穎粒球、無頼粒球、桑実様穎粒球と呼

ぶことにした。食細胞能は好エオシン性穎粒球に認められたが、残

りの2種類の細胞には見られなかった。桑実様穎粒球は多数の大型の

穎粒（径約3vlm)を含んでおり、共生藻を有するシヤコガイ類およ

び近縁の共生藻を有するザルガイ類に特徴的であった。他方、ヒレ

ナシシャコガイ血リンパ中の主要な溶存蛋白質はレクチンで、

23KDaと46KDaのサブユニットがs-s結合により480KDaの会合体を

形成している。このレクチンはCaイオンに依存的にガラクタン構造

に結合する。これらの血球やレクチンと共生の関係は明らかになっ

ていないが、共生の成立過程や共生藻の排除の過程などでこれらの

生体防御機構が重要な役割を果たしている可能性があり、今後の研

究の進展が望まれる。

Symbiosisbetweengiantclamsandtheirsymbioticdinoflagellates

TadashiMaruyamâ,KojiNakayamâ,SatoshiOdô

JAMSTEĈ,MitsubishiChemicalSafetyInst.Ltd.*¥LonzaJapan
Ltd"
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S6サンゴと褐虫藻の生物学弓研究対象としてのサンゴのおもしろさ一

日高道雄

琉球大学理学部海洋自然科学科

造礁サンゴは、（1）炭酸カルシウムの骨格を分泌し、（2）褐虫藻という

単細胞の渦鞭毛藻類を共生させ、そして（3）多くの場合群体性であるという

3つの特徴を持つ。研究対象としてのサンゴのおもしろさはこれら3つの特徴

に由来すると思われる。サンゴは炭酸カルシウムを体外に分泌してそれぞれ種

に特有な形態を作る。ポリプとその骨格は光に向かって曲がる屈光性を示し、

褐虫藻が効率的に光を受容できるよう植物に似た形をとる。サンゴは光や水流

など環境により群体の形（成長型）が大きく異なることがあり、種内変異であ

るのか別種であるのか分類が困難なことが少なくない。形態に基づく種の境界

と生殖に基づく種の境界は必ずしも一致せず、サンゴにおける種の概念、網目

状進化の有無などが論争になっている。群体性サンゴは、重い骨格をもつため

移動ができず、生息場所をめぐって他のサンゴや底生生物と様々 な接触反応を

示す。触手の刺胞射出反応と組織適合性反応は自他認識の感度が異なり、サン
ゴは少なくとも2種の自己非自己認識システムをもっていると考えられる。さ

らに、組織癒合後に境界部で細胞死が起こり、いったん癒合した群体が2つの

群体に分かれる場合もある。また単体サンゴのクサビライシでは組織片からポ
リプが再生するが、再生初期にクローンポリプどうしを接触させると癒合し、

組織片から複数のポリプからなる「群体性クサビライシ」が形成される場合も

ある。サンゴにおける群体性と単体性の進化を考える上で興味深い。造礁サン

ゴをはじめとする海産無脊椎動物に共生する渦鞭毛藻は褐虫藻と呼ばれ、長い

間同一種と考えられてきたが、現在では多数の種からなると考えられている。

サンゴの多様性を生む進化機構とともに、サンゴー褐虫藻共生系としての多様性

が現在注目されている。造礁サンゴー褐虫藻共生体は、多くの場合開放系ある

いは半開放形であり、宿主と共生体の多様な組み合わせが可能であることが特

徴であると考えられる。サンゴと褐虫藻の共生関係の特異性と多様性は、6月

に沖縄で開かれる第10回国際サンゴ礁シンポジウムでもトピックの1つであ

り、その最新の知見についても紹介したい。

Coral-zooxanthellasymbioticcomplexasattractivematerialforresearch

MichioHidaka

Dpt.ofChem.Biol,andMar.Sci.,Fac.ofSci.,Univ.oftheRyukyus
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El北西太平洋に棲息するミンククジラにおけるブルセラ菌感染症の解析

･大石和恵I)、瀧下清貴’'、河戸勝！)、銭谷亮子2'、坂東武治当}、藤瀬良弘g)、

後藤義孝3)、内田和幸31、山本三郎4)、丸山正’）

海洋研究開発機構生態環境！)、日鯨研2)、宮崎大農学部3)、感染研細菌二部4’

ブルセラ症はブルセラ菌による主として家畜に見られる獣疫であるが、近年、北大西洋を中心に

海洋哨乳類におけるブルセラ菌感染の報告が相次いでいる。2000年度の北西太平洋鯨類捕獲調査

(JARPNII)において捕獲した40頭のミンククジラ(Balaenopteraacutorostrata)の血消の38%が

牛ブルセラ菌抗原を用いた血消凝集反応による血消テストで陽性反応を示した。また、40頭のう

ち、雄13頭、雌1頭の精巣、子宮に顕著な乾酪化あるいは石灰化病巣と間質の繊維化病変が種々

の程度で見られ、組織学的には、慢性の化腿性、肉芽腫性の精巣炎、子宮内膜の化腰性病変が認め

られた。次に、病巣組織からブルセラ菌遺伝子を検出するため、北西太平洋において2000，2001

年に捕獲したミンククジラ6.16頭の病変精巣由来DNAを用いて、外膜蛋白質omp2遺伝子なら

びにペリプラズマ蛋白質をコードするbp26遺伝子とその下流領域を標的遺伝子としてPCRを行

った。また、最近開発された大西洋海洋哨乳類由来株を霞類株とアザラシ株に分類する特異的PCR

も行った。調べた22個体のうち、10個体で各々に特異的なPCR産物が観察され、5個体につい

て遺伝子配列を決定した。解析の結果、北西太平洋ミンククジラ由来のブルセラ菌遺伝子配列は、

既知のブルセラ菌とは異なるが、大西洋アザラシ由来株に最も類似していると考えられた。

BrucellainfectionincommonminkewhalesinhabitingwesternNorthPacific

。K・Ohishi1)，K､Takishital)，M、Kawatol)，R・Zenitani2)，T，Bando2)，Y･Fujise2)，

Y・Goto",K.Uchida*',S・Yamamoto-",T・Maruyama"

JAMSTEC",Inst,ofCetaceanResearch-'.MiyazakiUniv.=",andJNIH""

E2

胸腺欠損マウスにおけるT細胞抗原受容体(TCR)遺伝子岬檎成の蝿の追究

f，茂呂和lit・陳饗・村井政子・石川mm

腿応大学腿学部微生物学・免疫学教室

マウス腸符上皮細胞間T細胞(intraepitheliallymphocytes;IEL)は胸腺非依存

性に発達分化をする。これまでに我々は、IEL前駆細胞が新たに岡定された腸

瀞付屈リンパ組織であるクリブトパッチ(cryptopatch;CP)で発逮分化すること

を明らかにした。しかし、CPで分化したIEL前駆細胞がいつ、どこでTCRM

伝子の再構成を行うのかは未だ分かっていない。そこで我々はTCR遺伝子の

再櫛成時に必須とされるRAG-I(recombination-activatinggeneI)にGFP(green

fluorescentprotein)をノックインした胸腺欠損マウス(RAG"'.nu/nu)を作製し、

共焦点レーザースキャン顕微鏡をⅢいて胸腺欠損マウスにおけるT細胞のTCR

遺伝子再構成の場を追究した。その結果、肝臓、牌瞳および腸符膜リンパ節、

腸管においてはバイエル板および粘膜閲有層(laminapropria;LPL)でRAG陽性

細胞が認められた．RAGタンパクはTCRや抗体遺伝fのV(D)J組み換えに必

秀iとされる酵素であり、T細胞、B細胞特異的に発現する。現征、RAGC'-nuﾉ、u

マウスにおける個々のGFP賜性細胞がT細胞であるかB細胞であるかを解析

中である。

ExtrathymicdevelopmentofgutTcellinathymicnu/numice

KazuvoMoro・HaoCh⑫n．MasakoMuraiandHiromichil5hikawa

DepartmentofMicrobiologyandImmunology・KeioUniversitySchoolofMedicine

-37-



E3豚血消中の抗体の反応性から知る沖縄島に分布する日本脳炎ウイルス抗原性の変化
○斉藤美加')・平良勝也2》・糸数清正z》・小倉剛3)・森直樹'）

琉球大学・大学院・病原生物')・沖縄県衛生環境研究所2'・琉球大学・農学部・亜熱帯動物3）
日本脳炎ウイルス(JEV)は蚊媒介性で、ヒトに脳炎を起こすフラピウイルスである。豚がJEV
の増幅動物であることは良く知られており、沖縄県では豚のJEV抗体陽性率を定期的に調べ
ている。亜熱帯に属する沖縄では、蚊の発生時期が他県より早いことから、他県と比較し陽性
率の上昇時期は早い。また、陽性率も高くなる。1992年以前に分離されたJEVは遺伝子型3
であったが、2002年および2003年に豚から分離された肥Vは遺伝子型1であった。
1985年から1988年に採取された豚血清は1985年に豚から分離されたJEVNa54株および
2002年に豚から分離されたJEVOki431S株に対する中和抗体を有していた。一方2002年に採

取された豚血清にはOk143IS株に対してのみ中和抗体を有し、Na54株に対しては中和抗体を
有していないものが多く存在した。これらの結果は沖縄島に分布するJEVの抗原性が変化し
たことを示唆している。この抗原性の変化を調べるため、JEVE蛋白の異なるエピトープに反
応する8グループの単クローン抗体パネルを用いてNa54株とOk143IS株に対する反応性を染
色価と中和反応で比較した。その結果、単クローン抗体グループ8の染色価に有意な差と、
グループ5の中和反応での違いが見られた。

家畜である豚の抗体検査に加え、野生動物で外来種であるマングースのJEV感染環におけ
る役割も報告する。

ChangeofAntigenisityofJEVDistiributedinOkinawaIsland,indicatedbyReactivityofSwineSera
MikaSaito",KatsuyaTaira*',KiyomasaItokazu",GoOgura*'andNaokiMori"
UniversitiyoflheRyukyus1)･3>andOkinawaPrefecturallnstituteofHealthandEnvironment2）

E4宿主感染防御機構におけるNKT細胞の役割
○川上和義'）・中山俊憲2》・谷口克3）・斎藤厚'）

琉球大・院医・分子病態感染症'>、千葉大院・医・免疫発生2)、免疫細胞3）

免疫機栂には早期から働く自然免疫と遅れて誘導される獲得免疫が存在する。NKT細胞はNK

細胞とT細胞の特徴を併せ持つ自然免疫リンパ球群に属する細胞である。NKT細胞の露職する

抗原は長らく不明であったが、新規抗癌剤として海綿から見出されたa-galactosylceramide
(a-GalCer)がVal4+NKT細胞によって特異的に認識され、これを強力に活性化することが

明らかにされた。

我々は、種々の病原菌によるマウス感染モデルを用いて、感染防御におけるNKT細胞の役割

について解析を行ってきた。肺炎球菌やクリプトコッカス感染では、Va14+NKT細胞を欠損し

たマウスで感受性が著明に冗進するのに対して、緑腰菌、結核、レジオネラでは大きな影響は

見られなかった。その結果に一致して、感染が悪化した菌ではそれぞれの感染防御に重要なサ

イトカイン、ケモカインの産生が欠損マウスで低下し、影響がみられなかった菌では大きな変

化はなかった。しかしながら、a-GalCerを投与することでVa14+NKT細胞を強制的に活性化

すると、緑鰹菌や結核菌においても感染経過の有意な改善が認められた。

以上の結果から、NKT細胞は何らかの機序によって直接的、間接的に菌の種類を認識し、活

性化を受けたり、受けなかったりすることで感染防御において種々の影響を与えることが推察

される。その詳細な機序を理解するためには、NKT細胞が認職する菌由来のコンポーネントを

解明することが必要になるものと考えられる。

RoleofNKTcellsinHostDefensetoInfection

KazuyoshiKawakami",ToshinoriNakayama",MasaruTaniguchi"andAtsushiSaito"

GraduateSchoolofMedicine,UniversityoftheRyukyus"andChibaUniversity*-''
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E5マウスT細胞レセプター(TCR)y6T細胞の細菌感染免疫における機能
松崎吾朗

琉球大学遺伝子実験センター分子感染防御分野

T細胞は、T細胞抗原レセプター(TCR)により抗原を認議する。TCRにはαβヘテロニ吐体と

γ6ヘテロニ量体の2種類が存在する。γ6TCRは、他の抗原レセプター遺伝子に比べ、V領域

適伝子の多様性が著しく低く、個体発生の初期から出現することを特徴とする。また系統発生的な

解析ではγ6TCRが、αβTCRよりも抗原レセプターの祖先型に近いことを示唆する報告もあり、

γ6型T細胞がリンパ球の原型的な機能を有する可能性が考えられるが、その機能はいまだ明確

でない。本研究では、このγ6型T細胞の細菌感染における機能を検討した。

マウスに細胞内寄生性細菌〃sieriamonocytogenes(LM)を感染させると、γ6型T細胞が増加

する。このγ6T細胞は主にVy1/V86+細胞とVy6/V8I+細胞で構成される。Vyl+y5T細胞除去マ

ウスにLMを感染させると、感染初期の感染臓器内菌数の増加が認められ、VγlﾉV56+y67細胞が、

感染初期のLM排除に働くと考えられた。一方、Vy6/V61+y6T細胞を欠損するV81遺伝子欠損

マウスにLMを感染させると、感染臓器の菌数は正常マウスと同様であるにもかかわらず、マウス

の死亡率の増加が認められた。肝隙の組織像を検討すると、感染V8I欠損マウスでは、多数の多

形核白血球の浸潤を伴う巨大な壊死病巣が認められた。以上の結果から、γ5T細胞は、感染にお

いて病原体の排除に働く細胞のみでなく、炎症による臓器障害を抑制する磯能を有する細胞が存在

することが示唆された。

Theroleofmuriney8Tcellsinprotectiveimmunityagainstbacterialinfection

GoroMATSUZAKI

MolecularMicrobiologyGroup,CenterofMolecularBiosciences,UniversityoftheRyukyus

E6ヒト正常血清の免疫溶血反応におけるハイドロキシアパタイトの影韓
閲島安隆○’1・藤倉由利子2）・中村美穂’1．犬塚真博’’・半田恵子’、31・鈴木由起子！‘・

大久保和慶’、41・清水正人31・中村聡’1・山下仁大’1

1）東医歯大生材研，2)埼玉県大短大，3)東医歯大難治研，4)東海大工

ヒト正常血清は血清中の正常異種溶血素と補体の作用でヒツジ赤血球(SRBC)を溶血する。

この反応系を使って、新しく創製された分極ハイドロキシアパタイト(Caio(PO<)o(OH)2，p-HAp、

Yamashitaetal,1995)の影響を検討した。p-HApは、分極処理によってその表面に負竃荷と

正樋荷が誘起されたHApである。p-HApは負電荷面では新生骨の生成促進、骨芽様細胞・細
菌の吸着、増殖促進効果が見られ、正flf荷面ではこうした生体活性が抑制的だった(Kobayashi

etal.2001、Ohgakietal,2001、Ueshimaetal,2002)。本実験は、分極p-HAp粉体粒子（粒

径40～70坪）を用い、その一定鼠を秤量し、これに5倍希釈(VBS.pH7.4)ヒト血滴を加えて
37℃、30分間反応後、7.000rpm(5℃、20分間）で遠心した。処理血清の0.1mlとヒツジ赤血

球(0.25%VBS)浮遊液0.1mlを混和して37℃,30分間反応後、溶血度と溶出したヘモグロ

ビン股を測定した。この免疫溶血反応は、HAp存在下において抑制され対照血清の溶血活性を

基準にした抑制率はlOOmgnon-p-HAp;54.5%、p-HAp;93.2%であった。50mgでの抑制

率は、non-p-HAp;35.7%、p-HAp;67.9%であった。また、粉体量と作用血満濃庇との間に
は最適抑制域が存在することも知られた。HAp表面上での補体成分の吸着、補体系活性化の動

態も含めて、p-HApの影響を論議する。

Effectofp・HApontheActivationofSRBC-Hemolysis,DependingonHumanSerum

SekiiimaY".FujikuraY*¥InuzukaM"．HandaKI'，SuzukiY1)．OhkuboKI’)・ShimizuMl，

NakamuraS8》･YamashltaJDレDTokyoMed.Dei.Univ.2)SaitamaPrefecUniv.3)TokaiUniv
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E7HT-29細胞のplgRの発現におけるMD2蛋白の関与について

岩瀬孝志、黒川騨将’、餌町保’、茂呂周

日本大学歯学部病理、’歯科保存学II

恒常的にplgRを発現している大腸錨由来の培養株HT-29細胞はSalmonellaminneaota由来のLPSで

刺激するとPlgRの遺伝子および蛋白の発現が増加がする。ヒトのLPSreceptorとしてToll-like
receptor(TLR)は重要な働きをしているが、LPSとTLR4とを結合させるためにはMD2蛋白が必要である
ことが解明されている。

我々 はHT-29細胞のLPS刺激によるPlgRの発現増加がTLR4によるものかどうかを明らかにするため、
MD2cDNAを発現ベクタター(pET32)に組み込み、MD2蛋白を糖製した。得られたMD2蛋白とLPS

とを添加した培地でHT-29細胞を培養し、上清中に分泌されるPlgR麓をELISA法で測定した。
その結果、HT･29細胞をLPSのみで刺激した場合に比較し、MD2蛋白を加えることによりその分泌量

は約1．4倍に増加した。しかし、培地にMD2蛋白のみを加えてもHT-29細胞によるPlgRの分泌量に
変化を認めなかった。

以上の結果からHT-29細胞におけるLPS刺激によるPlgRの発現の増加にはTLR4およびMD2蛋白に
よる刺激伝達機構の関与が示唆された。

ExpressionofplgRinHT-29CellsbyMD2Protein

TakashiIwasê,TerumasaKurokawa*',TamotsuTaurumachi*'andItaruMoro')

DeptmentsofPathology')andEndodonticŝ》､NihonUniversitySchoolofDentistry,
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和文・英文会則

および

講演発表者名簿



日本上上較免疫学会会貝U

1糸称

1．本会は、日本比較免疫学会（Th

ImmunologyiJADCI)と称する。

日本比較免疫学会（TheJapaneseAssociationforDevelopmental&Comparative

Ⅱ､目的
一

1．本会は、比較免疫学に関する研究の進歩をはかることを目的とする。

Ⅲ事業

1．本会は、その目的を達成するため、次の事業を行う。

1）学術集会の開催

2）学術集会Abstract集の発行

3)Newsの発行

4）国際比較免疫学会との交流

5）アジア・オセアニア地区研究者との交流

③その他、本会の目的に必要と認められる事業

Ⅳ会員

，、本会の会員は、その趣旨に賛同し所定の入会手続きを経たものとする。

1）個人会員：個人会費を納める巻

2）賛助会員：本会の趣旨に賛同し賛助会費を毎年継続的に納める者も

3）2年以上会費を滞納し、催告に応じないときは会員の資格を失う。

2．名誉会員は本人の承諾を得て、役員会が推薦し、総会で承認を得て決定する。

，）尚、名誉会員は年会費および学術集会費を免除される。

棚
一Ｖ

1．本会に、会長1名、副会長1名，庶務・会計1名，会計監査2名、プログラム役員2名、抄録

役員1名の役員をおく。

2．会長は本会を代表する。会長は役員会を主催する。

3．会長は全個人会員の投票によって、得票数の最も多かった者に決定する。また、役員会は候補

者を推薦することができる。

4．会長を除く他の役員は会長が委嘱する。

5．役員の任期は2年とし、重任、再任を妨げない。会計監査は他と重任できない．

－41－



Ⅵ会議

1．総会は議決機関であり、会長は原則として年1回学術集会時にこれを招集し，

て構成する。

2．役員会は会長が主催し、原則として年1回開く。

出席会員を以っ

Ⅶ会計

1．本会の経費は会費その他の収入をもってあてる。会費は事務局に納める。

2．会計年度は毎年4月1日より始まり翌年3月31日に終わる。

3．会計監査役員は、会計年度の終わりにその年度の決算を審査承認し、総会に報告する。

Ⅷ会則改曾正
一

1．本会則の改廃は、総会において出席者の2/3以上の賛成を必要とする。

附則

1．個人会員の会費は、年額30”円とする。

2．賛助会員の会費は、1口2m”円とする。

3．本会の事務局は、庶務・会計役員が所属する機関の施設におく。

4．事務局には役員に準ずる補助役員を置くことができる。

5．講演者は本会員に限る。
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THEJAPANESEASSOCIATIONFORDEVELOPMENTAL

ANDCOMPARATIVEIMMUNOLOGY(JADCI)

O刑mCERS

April2004-Mai℃h2006

PRESIDENT

EmikoFURUTA

InstituteofComparative

Immunology,

Hasunuma1250-9401

Omiya330-0015

VICEPRESIDENT

HaruhisaWAGO

LaboratoryofImmunology

DepartmentofMedical

Technology

SaitamaMedicalSchool

JuniorCollege

Saitama350-0495

SECRETARY/
－

Ⅱ亜EASURER
-

FumioSHISHIKURA

DepartmentofBiology

NihonUniversity

SchoolofMedicine

Itabashi-ku,

Tokyo173-8610

PROGRAMOFFICERS

HiroaldNAKAMURA

DepartmentofBiology

TokyoDentalCollege

1-2-2Masago,Mihama

Chiba261-8502

MichivoKmIURA

DepartmentofMedical

Technology

SaitamaMedicalSchool

JuniorCollege

Saitama350-0495

ABSTRACTOFFICER

町osukeⅡ皿MA

FacultyofPharmaceutical

Sciences

TeikyoUniversity

Sagamiko,

Kanagawa199-0195

-43-

TRUSTEES

S唾皿muTOMONAGA

ShouyouGakuin

1-3-10Ue-machi

Ube755-0051

亜keshiYOSHIDA

ChugaiPharmaceutical

Ltd.

2-1-9Kyobashi,Chuo-ku,

Tokyo104-8301

Co.,



CONSTITUTION

ArticleI・Name

1.ThenameoftheAssociationshallbe・FheJapaneseAssociationforDevelopmentaland

ComparativeImmunology(JADCI).

ArticleⅡ、Object

1.TheAssociationshallbeanorganizationtoadvancestudiesondevelopmentalandcomparative

immunology.

ArticleⅢ、Business

1.TheAssociationshallconductbusinessdescribedbelowtoachievetheObjectoftheAssociation.

1)Scientificmeeting.

2)PublicationofAbstractsofpapersreadintheScientificMeeting.

3)PublicationofaNewsLetter.

4)CommunicationswithInternationalSocietyforDevelopmentalandComparative
Immunology(ISDCI).

5)CommunicationswithscientistsintheAsia-PacificArea.

6)OtherbusinesswhichconsideredessentialtoachievetheObjectoftheAssociation.

2.TheScientificMeetingshallbeorganizedandconductedbyaScientificMeetingOrganizer.1brm

oftheorganizershallbeoneyear.

ArticleⅣ、Membership

1.MembershipintheAssociationshallbeopentoscientistswhosharethestatedpurposeofthe

Association.Themembershipshallbeauthorizedbyicgistration.

1)Active(Individual)membersshallpayyearlydues.

2)CorporateA缶hate.Anyindividual,company,agency,ororganizationinterestedin

accomplishingthepurposesoftheAssociationmaybecomeaCorporateAffiliateonthe

paymentofafeeforannualduestobesetattheBusinessMeeting.

3)Memberswhoseannualduesremainunpaidfor2fiscalyearsormoi℃aretobenotifiedin

writingbytheTreasurer,andifstillunpaidsuchamembershallforfeitmembership.

ArticleV．Officers

1．0伍cersoftheAssociationshallbeaPresident,aVice-President,aSecretary-Treasurer,two

Trustees,twoProgramOfficersandanAbstractOfficer.

2.ThePresidentwillalwaysserveasaChairperson.ThePresidentwillpresideovertheCouncil

composedofofficersoftheAssociation
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3.CandidatesofthePi℃sidentshallberecommendedintheCouncil,andthenthePresidentshallbe

electedbyamajorityvoteallActive(Individual)membersoftheAssociation.

TheCouncilcanrecommendcandidatesfortheo伍ceofPresident.

4.A110伍cersexceptthePresidentshallbeaskedandnonmatedbythePresident.

5.TermsofallOfficersshallbe2years,however,theycanbereappointed.Officersexcepttwo

Trusteescanassumetwoormoreappointments.

ArticleⅥ、Meeting

1.BusinessMeetingshallbethemostauthorizedbodywhichwillbeopenedbythePresident'scall.

ThebusinessMeeting,consistingofattendedmembers,shallbeheldonceayearasarule,in

conjunctionwithaScientificMeeting.

2.TheCouncilcomposedoftheOfficersandpresidedoverbythePresidentshallbeheldannually

asarule.

ArticleⅦ．Financial

1.FinancialexpenseoftheAssociationisbasedonannualduesofmembersandtheothersourcesof

income.AnnualduesarepayabletotheBusinessOffice.

2.FiscalcalendarshallstartApril1andendonMarch31.

3.Trusteesshallexamineannualaccountingbytheendoffiscalcalendarandreportitatthe

BusinessMeeting.

ArticleⅧ、Amendments

1.Thisconstitutionmaybeamendedatanybusinessmeetingofmembers.Morethan2/3ofthe

votesofactive(Individual)memberspresentattheBusinessMeetingsshallbenecessaryfor

Amendments.

APPENDIX

Annualduesoftheactive(individual)membersare3,000Japaneseyenahead.

Annualduesofthecorporateaffiliateare20,000Japaneseyenanaffiliate.

Secretary-TreasurershallbeinchargeoftheBusinessOfficeoftheAssociation・The

Secretary-Treasurercannominatehis/herassistant(s).

OnlythemembersofJADCIai巳permittedtohaveatalkabouttheinvestigation.

。
■
●

１
２
３

4．

Approved:November28,1989;Revised:August28,1991;RevisedAugust23,1999

RevisedAugust29,2003

*TheJADα歯α〃α癒り"αﾉorg画"”ガ〃",butweope〃⑥j*rmembers〃わtos℃ｾ"娩商α〃⑰"『鋤eworld.If

onewouldliketojointheJADCIasanactivemember,pleasepayyourmembershipdues(3,000yen)

atregistrationdeskofJADCImeeting.
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日本比較免疫学会
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東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学医学部生物学教室内

TEL:03-3972-8111(内)2291
FAX:03-3972-0027(医学部庶務課）
E-mail:jadcitnk@med.nihon-u.ac.jp
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生体高次調節学

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

丹羽允N1WAMAK0T0

〒591-8046堺市東三園ケ丘町2-1-4-203(自宅）
大阪府立看護大学

TEL.0722-57-3331(自宅）

カブトガニの生体防御系、内毒素反応性の比較生

1）

2）

3）

4）

化学

渡遥浩WATANAmﾖHIROSHI

〒18O-0002武蔵野市吉祥寺東町2-16-3(自宅）1）

2）

3） TEL.0422-22-4578

FAX.0422-22-4578

ホヤ自己・非自己の認識4）
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阿部健之ABET汎睡YUM

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学・医学部・生物学教室

TEL.03-3972-8111内線2291

E-mail・abeta@med.nihon-u・ac.jp

ホヤの血液研究

新川徹ARAKAWATORU

1）〒305-8634茨城県つくば市大わし1-2

2）農業生物資源研究所
昆虫生産工学研究グループ

3)TEL0298-38-6269

E-mail,arak@nias.affrc.go.jp

4）昆虫生理学

1）

2）

3）

4）

安達禎之ADAC田YOSHIYUKI

1）〒192-0392東京都八王子市堀之内1432-1

2）東京薬科大学薬学部免疫学教室
3)TEL.0426-76-5599(直通）

FAX.0426-76-5570

E-mail,adachiyo@ps.toyaku.ac.jp

4）微生物成分に対する免疫応答

荒木亨介ARAKIKYOUSUKE

1）〒431-0211静岡県舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail.karakilO@mail.goo.ne.jp

4）魚類免疫学
相川真理AKAWAMARI

1）〒350-1332埼玉県狭山市下奥富883

2）（株)ゴトー養殖研究所

3)TEL042-955-0555

FAX.042-952-0027

4）

浅田伸彦ASADANOBUHIKO

〒700-0005岡山市理大町1-1

岡山理科大学理学部基礎理学科生物学教室

TEL+81-86-256-9413

FAX.+81-86-256-8487

E-mail,asada@das.ous.ac.jp

ショウジョウバエの生体防御

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

秋元一三AKIMOTOKAZUMI

1）〒321-0293栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880

2）濁協医科大学医学総合研究所共同

3)TEL.0282-87-2143(直通）

4）組織培養

4）

芦田正明ASHIDAMASAAKI

1）〒060-0819札幌市北区北19条西8丁目

2）北海道大学・低温科学研究所

3)TEL011-706-6877

FAX.011-706-7142

4）昆虫の液性・生体防御反応

安藤孝雄ANDOTAKAO

1）〒501-0101岐阜県岐阜市曽我屋1646-1(自宅）

2）（前)(株)伊吹工業

3)TEL058-239-2680

FAX.058-239-2680

4）食細胞における異物（主として病原菌）の認識
機構

厚田静男ATSUTASHIZUO

1）〒022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来字鳥頭
160-4

2）北里大学水産学部水族病理学研究室

3)TEL0192-44-2121(内)239
FAX､0192-44-2125

E-mail,atsuta@nnet.ne.jp

4）魚病学・病理組織学

新井誠ARAIMAKOTO

1）〒277-0852千葉県柏市旭町7-1-8-505(自宅）

2）

3）

4）免疫学
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安住薫AZUMIKAORU

1）〒060.0812札幌市北区北12条西6丁目

2）北海道大学大学院薬学研究科
生体分子薬学専攻細胞分子薬学講座

生化学分野

3）正L011-706-3917

4）原索動物マボヤのまるごとの免疫学

藤井保FUJIITAMOTSU

1）〒734-8558広島市南区宇品東1丁目1-71

2）広島女子大学生活科学部・健康科学科

3)TEL.082-251-9786

FAX.082-251-9405

E-mail・fujii@hirojo-u.ac.jp

4）免疫機構の系統発生に関する研究

BILEJ,MARTIN

1)PRAGUE4,VIDENSKA1083,
CZECHREPUBLIC,14220

2)Dept.Immunol.,Inst・Microbiol.,Acad.Sci.ofthe
CzechRepublic

3)TEL+420-606-115892

FAX.+420-2-472-1143

E-mail,mbilej@biomed.cas.cz

4)Comparativeimmunology

藤倉由利子FUJIKURAYURIKO

1）〒343-8540埼玉県越谷市三野宮820番地

2）埼玉県立大学短期大学部

3)TEL048-973-4727

4）免疫血清学

藤田恒夫Fujn汽応UNEO

1）〒951-8122新潟市旭町通2番町5251旭町ビルIF

2）国際組織細胞学会

3)TEL.025-227-3150

FAX､025-227-3180

E-mail,tfujita@fancy.ocn.ne.jp

4）解剖学

張正淳CHANG,CHUNG-SOON

1)Inchon402-751,KOREA

2)Dept・ofBiochemistry,
CollegeofMedicine,InhaUniversity

3)TEL+8232890-0931

FAX.+8232884-6726

E-mail.cschang@inha.ac・kr

4)Invertebratedefensemoleculesandtheirapplications
asabioactivematerials.Screeningofbioactive

materialsfrommarineorganismsinmud-flat.

富家雅子FUKEMASAKO

〒920-0293石川県河北郡内灘町大学1-1

金沢医科大学・生物学教室
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４ マボヤの個体性

千葉丈CHIBAJOE

1）〒278-0022千葉県野田市山崎2641

2）東京理科大学･基礎工学部・
生物工学科･免疫学教室

3)TEL.0471-24-1501内線4409

4）免疫生物学・抗体工学

福本哲夫FUKUMOTOTETSUO

〒755-850s山口県宇部市南小串1-1-1

山口大学・医学部・第一解剖学教室

TEL､0836-22-2201

免疫系・血球系などの個体発生並びに系統発生

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

COOPER,EDWINLOWELL

1)10833LECONTEAVENUE,LOS
ANGELES,CALIFORNIA90024-1763,

USA

2)DEPARTMENTOFNEUROBIOLOGY,
UCLAMEDICALCENTER(CHS)

3)TEL310-825-9567

FAX､310-825-2224

4)COMPARATIVEANDDEVELOPMENTAL
IMMUNOLOGY/COMPARATIVEAND

DEVELOPMENTALNEUROIMMUNOLOGY

福島敦樹FUKUSHIMAATSUKI

1）〒783-850s高知県南国市岡豊町小蓮

2）高知医科大学眼科
3)TEL､088-880-2391

FAX､088-880-2392

E-mail.fukusima@kochi-ms・ac.jp

4)T細胞、自己免疫
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古濯修-FURUSAWASHU1CH1

1）〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

2）広島大学生物生産学部免疫生物学教室

3)TEL0824-24-7967

FAX.0824-24-7970

E-mail・sfurusa@ipc.hiroshima-u.ac.jp

4）鳥類を用いた基礎免疫学

古田恵美子FURUTAEMIKO

1）〒337-0015さいたま市見沼区蓮沼1250-9-401

2）比較免疫学研究所
3)TEL048-686-0205

FAX.048-686-0205

4）陸生軟体動物の生体防御

後藤清GOTOKIYOSm

1）〒350-1332埼玉県狭山市下奥富883

2）（株)ゴトー養殖研究所
3)TEL042-955-0555

FAX､042-952-0027

4）

演口昌己HAMAGUqnMASAMI

1）〒739-0452広島県佐伯郡大野町丸石2-17-5

2）水産庁南西海区水産研究所・
資源増殖部貝類研究所

3)TEL0829-55-0666

4）下等動物の生体防御（魚、カニ、エビ、貝等）

羽室浩爾HAMUROKOJI

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail,khamuro@yo.rim.or.jp

4）魚類免疫学

－52－

HAN,SUNG-SIK

1)5-kaAnam-dong,Sungbuk-ku,Seoul,
136-701,KOREA

2)GraduateSchoolofBiotechnology,
KoreaUniversity

3)TEL.82-02-3290-3424

FAX.82-02-3290-3924

E-mail.sshan@korea.ac.kr

4)InsectImmunity-cellularimmunereaction.
Antibacterialfactor

韓演沫HAN.YEONSOO

1)300Yongbong-Dong,GwangJu,S.
KOREA

2)ChonnamNationalUniversityKOREA

3)TEL016-672-1160

E-mail.hanys@chonnam.ac・kr

4）

原彰彦HARAAKIHIKO

1）〒041-8611函館市港町3-1-1

2）北海道大学大学院水産科学研究科
生命資源科学専攻生命機能学講座

3)TEL.0138-40-8878

FAX.0138-40-8878

E-mail.aki@pop.fish.hokudai・ac.jp

4）魚類血清蛋白

秦亮輔HATARYOUSUKE

1）〒730-0000広島市中区白島九軒町1-7(自宅）

2）（前)帝京大学医学部第二解剖学教室

3)TEL､082-211-3483

4）肥満細胞、泌尿器科

畑山幸宏HATAYAMAYUKIHIRO

1）〒747-0815山口県防府市協和町2-10-306(自宅）

2）協和発酵工業(株)水産事業センター

3)TEL0836-22-5517

4）水産化学



林薫HAYASHIKAORU

〒160-0023新宿区西新宿8-14-19-6F

天然素材探索研究所

TEL03-5389-0091

FAX.03-5389-0097

E-mail.infoha@scitex-mrc・co.jp

本間義治HONMAYOSHIHARU

1）〒951-8018新潟市稲荷町3460-55(自宅）

2）新潟大学医学部第3解剖学教室

3)TEL.025-227-2062

FAX.025-224-1767

E-mail.vivanat3@med.niigata-u・ac.jp

4）魚類・円口類の胸腺活動と内分泌腺

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

林省吾HAYAS田SHOGO

1）〒160-8402東京都新宿区新宿6-1-1

2）東京医科大学解剖学第一講座

3)TEL03-3351-6141(内)273
FAX.03-3341-1137

E-mail,shogo@tokyo-med.ac.jp,
sho5-884@umin.ac.ip

4）解剖学・発生学

堀寛HORIHIROSHI

1）〒464-0814名古屋市千種区不老町

2）名古屋大学・理学研究科・生命理学

3)TEL052-789-2504

FAX.052-789-2974

4）分子進化

堀内浩幸HORIUCHIHIROYUKI

1）〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

2）広島大学・生物生産学部・免疫生物学教室

3)TEL0824-24-7970

4）細胞生物学

HIGGINS,DAVIDANTHONY

1)QueenMaryHospitalCompound,
HONGKONG

2)Dept・ofPathology,
UniversityofHongKong

3)TEL852-819-2870

FAX.852-855-8284

4)TheImmuneSystemoftheDuckImmunologyof
InfectiousDiseasesinManandAnimals

細川友秀H0S0KAWA1DMOMDE

〒602-0000京都市上京区河原町広小路上ル

京都府立医科大学・公衆衛生学教室

1）

2）

3）

4）
広川勝星田ROKAWAKATSUIKU

1）〒113-0034東京都文京区湯島1-5-45

2）東京医科歯科大学・医学部・第二病理学
3)TEL.03-3813-6111内線3155
FAX､03-3813-1790

4）病理学、免疫病理学

飯田貴次IIDATAKAJI

1）〒516-0193三重県度会郡南勢町中津浜浦422-1

2）独立行政法人水産総合研究センター
養殖研究所病理部

3)TEL0599-66-1830

FAX.0599-66-1962

4）魚病学広瀬裕一田ROSEEUICHI

1）〒903-0213沖縄県中頭郡西原町字千原1

2）琉球大学理学部海洋自然科学科
3)TEL098-895-8880

E-mail.euichi@sci.u-ryukyu.ac.jp

4）群体ホヤ被嚢における構造と生体防御

飯島亮介IIJIMARYOSUKE

1）〒199-0195神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091－1

2）帝京大学・薬学部・医療生命化学教室

3)TEL.0426-85-3736(直通）

E-mail,ryo-iiji@pharm.teikyo-u.ac.jp

4）生化学
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池田満IKEDAMITSURU

1）〒151-0064渋谷区上原3-39-1
上原グリーンハイム2-403(自宅）

2）東京農工大学大学院農学研究科昆虫生化学研究室
（国立感染症研究所昆虫医科学部生理機能室）

3)TEL.03-3466-2573

FAX.03-3466-2573

E-mail.ikeman326@mail・goo.ne・jp

4）生体防御（昆虫）

池本優IKEMOTOMASARU

1）〒611-0042京都府宇治市小倉町春日森8(自宅）

2）（前)京都大学・農学部・
海洋生物増殖学研究室

3)TEL0774-22-3136

4）魚類免疫学

今泉晃IMAIZUMIAKIRA

1）〒182-0022調布市国領町5-45-6

2）蓮見癌研究所研究開発企画部

3)TEL0424-82-2037内線42,0424-81-4159
FAX.0424-81-4159(直通）

4）胸腺-Tcell分化の場の研究

(直通）

石田幸子ISHIDASAqⅢKO

1）〒036-8561弘前市文京町3

2）弘前大学・農学生命科学部・生物機能科学科

3)TEL0172-39-3587

E-mail.sachikoi@cc.hirosaki-u.ac.jp

4）プラナリヤの再生機能に関する免疫学的研究

石井照久ISHIITERUHISA

1）〒010-8502秋田市手形学園町1-1

2）秋田大学教育文化学部自然環境講座
生物学研究室

3)TEL018-889-2681

FAX､018-889-2681

E-mail,tishii@ipc.akita-u.ac.jp

4）ホヤの生体防御
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石川博通ISHIKAWAHIROMICHI

1）〒160-8582東京都新宿区信濃町35

2）慶臆義塾大学医学部微生物学教室

3)TEL03-3353-1211(内)62693

FAX・03-5360-1508

E-mail.ishikawa@sun・microb.med.keio.ac.jp

4）免疫遺伝学、粘膜免疫学

伊丹利明ITAM1TOSHIAKI

1）〒759-659s山口県下関市永田本町2-7-1

2）水産大学校・増殖学科

3)TEL0832-86-5111内線359

4）

伊藤正裕ITOMASAHIRO

1）〒160-8402新宿区新宿6-1-1

2）東京医科大学解剖学第一講座

3)TEL03-3352-6887(直通）

FAX.03-3341-1137

E-mail,itomasa@tokyo-med.ac.jp

4）生殖免疫

岩永ひろみIWANAGAHIROMI

1）〒060-8638札幌市北区北15条西7丁目

2）北海道大学大学院医学研究科
生体機能構造学講座(第3解剖）
3)TEL011-7162111内線5033

4）解剖学、消化器系の組織学

岩永貞昭IWANAGASADAAKI

1）〒812-0053福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学・理学部・生物学教室

3)TEL092-642-2633(直通）

FAX.092-642-2633(直通）

4）無割{鰯物の蝿固と蛾機構の解明（生化勃

岩田有弘IWATAARIHIRO

1）〒101-8310東京都千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL03-3219-8124

FAX､03-3219-8340

E-mail.iwata-a@dent.nihon-u.ac.jp

4）粘膜免疫



井筒ゆみIZUTSUYUMI

〒950-218l新潟市五十嵐二の町8050番地

新潟大学大学院自然科学研究科

TEL､025-262-7789(直通）

FAX.025-262-7789(直通）

E-mail.izutsu@bio・sci.hokudai.ac.jp

アフリカツメガエルの免疫システム

片寄哲史KATAYOSESAIDS田

1）〒812-8581福岡県福岡市東区箱崎6丁目10番1号ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

2）九州大学大学院生物資源環境科学府

3)TEL092-642-2896(内)2896
FAX.092-642-2894

E-mail.katayose@agr・kyushu-u・ac.jp

4）魚類免疫学・補体学4）

梶原栄二KAJIWARAEIJI

1）〒589-0012大阪府狭山市東莱莫木1丁目543-1
クオリア東莱莫木206号室(自宅）

2）近畿大学医学部免疫学教室
エイズ予防財団リサーチ・デジデント

3）

E-mail・ekaji@immunol.med.kindai・ac.jp

4）鳥類免疫学

加藤陽子KATOYOKO

1）〒812-8581福岡県福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学水族生化学研究室

3)TEL092-642-2896

FAX.092-642-2894

E-mail,ykato@agr.kyushu-u.ac.jp

4）魚類免疫学

川畑俊一郎KAWABAT汎SHUN-ICHIRO

1）〒812-8581福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学大学院理学研究科生物科学専攻

3)TEL､092-642-2633(直通）
FAX.092-642-2633

E-mail.skawascb@mbox.nc.kyushu-u・ac.jp

神谷久男KAMIYAHISAO

1）〒022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来

2）北里大学・水産学部・水産食品学科

3)TEL.0192-44-2121内線34

FAX.0192-44-2125

4） 4）生物化学

笠原正典KASAHARAMASANORI

1）〒240-0193三浦郡葉山町上山口字間門1560-35

2）総合研究大学院大学
先導科学研究科生命体科学専攻

3)TEL046-858-1572

4）免疫遺伝学、免疫生物学

河原栄二郎KAWAHARAEIJIRO

1）〒729-0292福山市学園町1番地三蔵

2）福山大学工学部海洋生物工学科
生体防御工学研究室

3)TEL.0849-36-21llext.4532

FAX.0849-36-2459

4）魚類免疫学
笠原進司KASAHARASHINJI

1)10833LeConteAvenueBox951763,

LosAngeles,California90095-1763,
USA

2)LaboratoryofComparativeImmunology,
DepartmentofNeurobiology
UCLAMedicalCenter

3)TEL.+1(310)825-9567
FAX.+1(310)825-2224

E-mail,shinji@ucla.edu

4）環境と免疫

川合研児KAWAIKENJI

1）〒783-8502高知県南国市物部乙200

2）高知大学・農学部・
栽培漁業学科・水族病理学講座

3)TEL0888-64-5147

4）

川合真一郎KAWAISHIN-ICHIRO

1）〒662-8505西宮市岡田山4-1

2）神戸女学院大学人間科学部

3)TEL.0798-51-8422

4）環境科学

-55-



木村美智代KIMURAMICHIYO

1）〒350-0495埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38

2）埼玉医科大学短期大学・臨床検査学科
3)TEL049-276-1523

E-mail.kimrami@saitama-med.ac.jp

4）節足動物の生体防御機構

川上正也KAWAKAMIMASAYA

〒228-0802相模原市上鶴間2-3-3(自宅）ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３ TEL､0427-45-3251
FAX.0427-45-4615

E-mail.QWE02046@niftyserve・or.jp

4）

木村守孝KIMURAMORTTAKA

1）〒812-8581福岡市東区箱崎6丁目10-1

2）九州大学大学院生物資源環境科学研究科
海洋生命化学識座

3)TEL092-642-2896

FAX.092-642-2894

E-mail.kimuram@agr・kyushu-u.ac.jp

4）魚類の免疫機櫛、魚類の補体系

川嶋剛KAWASHIMATSUYOS別

1）〒739-0046広島県東広島市鏡山1-4-4

2）広島大学生物生産学部免疫生物学教室、
広島産業振興機栂

3)TEL0824-24-7909

E-mail・ktuyoshi@hiroshima-u.ac.jp

4)MolecularBiology,Genetics.

菊池慎一KIKUqⅡSHIN-ICHI

1）〒261-8502千葉市美浜区真砂1-2-2

2）東京歯科大学生物学教室

3)TEL043-270-3995

FAX.043-270-3996

E-mail・kikuchis@peach.ocn.ne.jp

4）魚類の免疫系

杵測みゆきKINEBUCHIMIYUKI

1）〒470-1192愛知県豊明市沓掛町田柄ケ窪1-98

2）藤田保健衛生大学医学部病理学第2講座
3）

4）分子病理学

杵測謙二郎KINEFUqⅢKENJIRO

1）〒950-2151新潟市内野西2-26-12(自宅）

2）

3)TEL025-261-1292

4）両生類の移植免疫

木村鮎子KIMURAAYUKO

1）〒113-0033東京都文京区本郷7-3-1

2）東京大学大学院理学系研究科
生物科学専攻免疫分子進化学研究室

3)TEL03-5841-4064(内)4064

E-mail・ayuko@biol.s.u-tokyo.ac.jp

4）免疫分子進化

金辻宏明KINTSUⅡmROAKI

1）〒522-0057滋賀県彦根市八坂町2138-3

2）滋賀県水産試験場
3）

4）水産微生物学

木村昌代KIMURAMASAYO

1）〒101-8310東京都千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL03-3219-8124

FAX､03-3219-8340

E-mail.kimura-m@dent.nihon-u.ac.jp

4）病理学

来生淳KISUGIJUN

1）〒199-019s神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091－1

2）帝京大学・薬学部・医療生命化学教室
3)TEL.0426-85-3736(直通）

E-mail.j-kisugi@pharm.teikyo-u.ac.jp

4）海洋軟体動物由来の生物活性物質
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北吉直子KITAYOSHINAOKO

1）〒729-0292広島県福山市東村町字三蔵985

2）福山大学生命工学部
海洋生物工学科生体防御工学研究室

3)TEL084-936-2112(内)4534
E-mail.naoko-kitayoshi@yahoo.co・jp

4）魚類および甲殻類の生体防御

小林富美恵KOBAYASHIFUMIE

1）〒181-8611東京都三鷹市新川6-20-2

2）杏林大学医学部感染症学講座(寄生虫学）
3)TEL0422-47-5512内線3467

FAX.0422-44-4603

E-mail.fumfum@kyorin-u・ac.jp(office)
CXJ17045(5)niftY.ne.jp(home)

4）宿主の防御メカニズム

小林邦彦KOBAYASHIKUNIHIKO

1）〒004-0022札幌市厚別区厚別南5-15-10(自宅）

2）（前)北海道大学・医学部・小児科
3）

4）免疫グロブリンの系統発生

小林身哉KOBAYASmMIYA

1）〒466-0065名古屋市昭和区鶴舞町65

2）名古屋大学・医学部・解剖学第二講座
3)TEL052-741-2111

4）体表の防御機構とランケルハンス細胞

小林睦生KOBAYASHIMUTSUO

1）〒162-8640東京都新宿区戸山1-23-1

2）国立感染症研究所・昆虫医科学部
3)TEL03-5285-1111内線2423
FAX.03-5285-1147

E-mail,mutsuo@nih.go.jp

4）寄生虫感染と節足動物の生体防御

小林隆弘KOBAYASHITAKAHIRO

1）〒305-0053つくば市小野川16-2

2）国立環境研究所環境健康部
3)TEL0298-50-2439

FAX.0298-50-2439

E-mail,takakoba@nies.go.jp

4）環境毒性学
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児玉洋KODAMAHIROSHI

1）〒599-8531大阪市堺市学園町1-1

2）大阪府立大学農学部獣医免疫学講座

3)TEL0722-54-9491

FAX.0722-54-9492

E-mail,kodama@vet.osakafu-u.ac.jp

4）獣医学、魚病学

小泉信夫KOIZUMINOBUO

1)〒162-8640新宿区戸山1-23-1

2）国立感染症研究所細菌第一部

3)TEL.03-5285-1111(内)2224
FAX.03-5285-1163

E-mail,nkoizumi@nih.go.jp

4）昆虫病理学

小泉修KOIZUMIOSAMU

1）〒813-8529福岡市東区香住ケ丘1-1-1

2）福岡女子大学人間環境学部神経科学研究室

3）正L092-661-2411(内)353
FAX.092-683-2248

E-mail.koizumi@fwu・ac.jp

4）散在神経系の神経生物学、腔腸動物の免疫系

小松博KOMATSUHIROSHI

1）〒110-0005東京都台東区上野3-20-8小島ビル3F

2）（有)真珠科学研究所
3)TEL03-3834-7050

FAX.03-3834-7088

E-mail.h-komatsu@si可uken.co・jp

4）構造真珠養殖学

小松功KOMATSUISAO

1）〒300-1252茨城県稲敷郡茎崎町高見原2-9-22

2）共立商事株式会社・中央研究所・魚類細菌室
3)TEL0298-72-3361

4）魚病ワクチン

小宮山一雄KOMIYAMAKAZUO

1）〒101-0062千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学歯学部病理学教室
3)TEL､03-3219-8124(直通）

E-mail.komiyama@dent.nihon-u.ac・jp

4）病理学、粘膜免疫、IgA.



近藤昌和KONDOMASAKAZU

1）〒759-6595下関市永田本町2-7-1

2）水産大学校生物生産学科

3)TEL0832-86-5111(内)472
FAX.0832-86-7435

4）水産化学

小谷英治KOTANIEIJI

1）〒606-0962京都市左京区松ケ崎御所海道町

2）京都工芸繊維大学・繊維学部・
応用生物学科・蚕桑生理学教室

3)TEL075-724-7774

4）昆虫病理学

熊津教虞KUMAZAWANORICHIKA

1）〒903-0213沖縄県中頭郡西原町字千原1

2）琉球大学・熱帯生物圏研究センター・
環境生物学部門

3)TEL098-895-8936

4）軟体動物の免疫

栗林景容KURIBAYASHIKAGEMASA

1）〒514-8507津市江戸橋2-174

2）三重大学医学部生体防御医学講座
3)TEL.059-231-5037

FAX､059-231-5225

E-mail・keiyo@doc.medic.mie-u.ac.jp

4）免疫学

栗原浩KURIHARAYUTAKA

1）〒439-0012静岡県小笠郡菊川町青葉台1-6-4
（自宅）

2）クミアイ化学工業(株)生物科学研究所

3)TEL0537-37-0032

FAX.0537-37-0032

E-mail,y-kuri@mua.biglobe.ne.jp

4）鱗趨目昆虫の生体防御
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黒田丹KURODAAKASHI

1）〒198-0024東京都青梅市新町9-2221-1

2）財団法人日本生物科学研究所研究部

3)TEL0428-33-1001(内)1033
FAX.0428-31-6166

E-mail,akkuroda@nibs.or.jp

4）魚類免疫、魚病

黒溺良和KUROSAWAYOSHIKAZU

1）〒470-1192豊明市沓掛町田楽ケ窪1-98

2）藤田保健衛生大学総合医科学研究所

3)TEL0562-93-9387

FAX.0562-93-8835

E-mail,kurosawa@fujita-hu.ac.jp

4）

1）

2）

3）

4）

草間薫KUSAMAKAORU

〒350-0283埼玉県坂戸市けやき台1-1

明海大学歯学部口腔病理学講座

TEL0492-79-2772

FAX.0492-71-1243

E-mail,kusama@dent.meikai.ac.jp

口腔病理学、腫癌学

楠田理一KUSUDARIICHI

1）〒729-0292福山市学園町1番地三蔵

2）福山大学・生命工学部・
海洋生物工学科・生体防御学研究室

3)TEL0849-36-2111

E-maiI.kusuda@ma.fuma.fukuyama-u.ac.jp

4）魚類免疫学

桑村淳子KUWAMURAJUNNKO

1）〒800-0207北九州市小倉南区沼緑町三丁目4-14
（自宅）

2）（前)東北大学大学院農学研究科
水圏動物生理学研究室

3)TEL093-471-3957

4）キタムラサキウニの生体防御に関連する分野



京泉誠之KY0IZUM1SEISHI

1)〒731-0153広島市安佐南区安東6丁目13-1

2）安田女子大学家政学部管理栄養学科

3)TEL082-878-8551(直通）

FAX.082-878-8551

E-mail,kyoizumi@yasuda-u.ac.jp

4）免疫記憶、突然変異、マクロファージ

丸山正MARUYAMATADASHI

1）〒237-0061横須賀市夏島町2-15

2）海洋科学技術センター海洋生態・環境研究部

3）

4）海洋生物学、細胞生物学

益田佳織MASUDAKAORI

1）〒144-0032大田区北椛谷1-3-14

2）東京バイオテクノロジー専門学校

3)TEL.03-3745-5000(代表）

4）発生生物学

李福律LEE,BOKLUEL

1)JANGJEONDONG,KUM-JEONG-KU,
PUSAN,609-735KOREA.

2)COLLEGEOFPHARMACY,PUSANNATIONAL
UNIVERSITY

3)TEL82-51-510-2809

FAX.82-51-513-6754

4)INSECTDEFENSEMECHANISM;PURIFICATION
ANDCHARACTERIZATIONOFINSECTDEFENSE

松田治男MATSUDAHARUO

1）〒739-8528広島県東広島市鏡山1-4-4

2）広島大学大学院生物圏科学研究科免疫生物学

3)TEL0824-24-7968

FAX.0824-24-7968

E-mail,hmatsu@hiroshima-u.ac.jp

4）鳥類免疫学

MATERIALS.

林載允LEEM.JAE-YOON

1)San21-1,Sin-wolDong,Jechon,

Chungbuk390-711,KOREA

2)SemyungUniversityKorea

3)TEL+82-43-649-1433

E-mail,jyleem0419@hotmail.com

4)Insectimmunity,Neurobiology.

松里寿彦MATSUSAToTOSHIHIKO

1）〒516.0108三重県度会郡南勢町中津浜浦422-1

2）養殖研究所

3)TEL.0599-66-1830

4）水族病理学

前田龍一郎MAEDARYUICHIRO

1）〒080-855s帯広市稲田町

2）帯広畜産大学・獣医学科・家畜生理学講座

3)TEL.0155-49-5611

E-mail・rmaeda@obihiro.ac.jp

4）フィラリアの宿主寄生虫相互関係

松下操MATSUSHITAMISAO

1）〒259-1292神奈川県平塚市北金目1117

2）東海大学・工学部・生命化学科

3)TEL0463-58-1211(内)4644

FAX.0463-50-2012

E-mail,mmatsu@keyaki.cc.u-tokai.ac.jp

4）補体
牧野直MAKINGNAOS田

1）〒295-0024千葉県安房郡千倉町平磯2492

2）千葉県水産研究センター
生産技術部養殖研究室

3)TEL.0470-43-1131

FAX.0470-43-1114

E-mail.n.mkn@mb・pref・chiba.jp

4）

松谷武成MATSUTANIl汽匪S田GE

〒986-8580宮城県石巻市南境新水戸1

石巻専修大学理工学部生物生産工学科

TEL.0225-22-7716

ﾀ゙ｲﾔﾙｲﾝ0225-22-7713-…3104
FAX.0225-22-7746

E-mail,mattani@isenshu-u.ac.jp

海産貝類の生殖生理

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
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松浦晃洋MATSUURAAKⅡnRO

1）〒470-1192愛知県豊明市沓掛町田楽ケ窪1-98

2）藤田保健衛生大学医学部病理Ⅱ

3)TEL0562-93-2419

E-mail,amatsuu@fujita-hu.ac.jp

4）病理学、免疫遺伝学

松崎吾朗MATSUZAKIGORO

1）〒903-0213沖縄県西原町千原1

2）琉球大学遺伝子実験センター
分子感染防御分野

3)TEL､098-895-8968

FAX､098-870-3021

E-mail,matsuzak@comb.u-ryukyu.ac.jp

4）免疫学

松崎貴MATSUZAKITAKASHI

1）〒690-8504松江市西川津町1060

2）島根大学生物資源科学部生物科学科

3)TEL.0852(32)6536or6428

FAX､0852(32)6536or6429

E-mail.tmatsu@life.shimane-u.ac.jp

4）皮膚の分化機構

三島秀規MISHIMAHIDEKI

1）〒455-0008愛知県名古屋市港区港町1-3

2）（財)名古屋港水族館飼育展示部

3)TEL052-654-7080(代）

FAX､052-654-7001

E-mail.h-mishima@nagoyaaqua・or.jp

4）

宮台俊明MIYADAITOSHIAKI

1）〒917-0003福井県小浜市学園町

2）福井県立大学海洋生物資源学科
海洋生物工学研究室

3)TEL.0770-52-6300内線1405
FAX.0770-52-6003

E-mail.miyadai@fpu・ac.jp

4）魚類免疫・病理学

－60－

宮本和久MIYAMOTOKAZUHISA

1）〒305-8634茨城県つくば市大わし1-2

2）（独)農業生物資源研究所
3)TEL.029-838-6083

4）

森肇MORIHAJIME

1）〒606-0962京都市左京区松ケ崎御所海道町

2）京都工芸繊維大学・繊維学部・応用生物学科

3)TEL075-791-3211内線733

4）昆虫病理学、昆虫ウイルス学

森勝義MORIKATSUYOSHI

1）〒981-3212仙台市泉区長命ケ丘5-16-12-103

2）財団法人かき研究所

3)TEL022-772-1866

4）水産無脊椎動物の生体防御機構

森嶋伊佐夫MORISHIMAISAO

1）〒680-8553鳥取県鳥取市湖山町南4-101

2）鳥取大学・農学部・応用生命科学講座・
機能生化学研究室

3)TEL0857-31-5359

FAX､0857-31-5360

E-mail.moris@muses.tottori-u.ac.jp

4）分子生物学、昆虫の生体防御機構

森友忠昭MORTTOMOTADAAKI

1）〒252-8510神奈川県藤沢市亀井野1866

2）日本大学生物資源科学部
獣医学科魚病学研究室

3)TEL0466-84-3632

FAX.0466-84-3632

E-mail.moritomo@brs・nihon-u.ac.jp

4）魚類の免疫（血球分化）

茂呂周MOROITARU

1）〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学歯学部病理学教室

3)TEL03-3219-8114

FAX.03-3219-8340

4）分泌型IgA



村松繁MURAMATSUSHIGERU

1）〒606-0097京都市左京区上高野前田町9-1(自宅）
2）（前)京都大学

3)TEL075-711-4843

FAX.075-711-4843

E-mail.smuram@pc5・so-net.ne.jp

4）生体高次調節学

村山裕-MURAYAMAYUICM

1）〒305-0856茨城県つくば市観音台3-1-1

2）農水省家畜衛生試験場

3)TEL029-838-7840

4）非ヒト霊長類の細胞性免疫

室賀清邦MUR0GAKIY0KUN1

1）〒981-8555仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

2）東北大学大学院農学研究科
水圏動物生理学研究室

3)TEL､022-717-8724

FAX.022-717-8727

E-mail.muroga@bios・tohoku・ac.jp

4）水族病理学

無津呂淳一MUTSUROJUMCHI

1）〒649-2211和歌山県西牟婁郡白浜町3159

2）近畿大学水産研究所白浜実験場

3)TEL0739-42-2625

FAX・0739-42-2634

E-mail・mutsuro@coral・cypress.､e・jp

4）魚類免疫

名倉徹NAGURATORU

1）〒951-8124新潟県新潟市医学町通2番町74-1

トーカンマンション医学町805号(自
宅）

2）新潟大学大学院医歯学総合研究科
免疫学・医動物学分野

3)TEL025-229-0930

FAX､025-229-0930

E-mail・tnagura@med.niigata-u.ac.jp

4）水産学、免疫学
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中島民治NAKAJIMATAMIJI

1）〒807-855s北九州市八幡西区医生ケ丘1-1

2）産業医科大学・第一解剖学教室

3)TEL093-603-1611内線2282

4）肉眼解剖学

中村弘明NAKAMURAHIROAKI

1）〒261-8502千葉市美浜区真砂1-2-2

2）東京歯科大学・生物学研究室

3)TEL・043-270-3995

FAX.043-270-3996

E-mail.binakamu@tdc.ac・ip

4）硬骨魚の免疫系

中村勝NAKAMURAMASARU

1）〒350-0495埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38

2）埼玉医科大学附属病院中央検査部・
臨床化学検査室

3)TEL､0492-76-1564(ﾀ，ｲﾔﾙｲﾝ）

4）

中村修NAKAMURAOSAMU

1）〒022-0101岩手県三陸町越喜来字烏頭160-4

2）北里大学水産学部水族病理学講座

3)TEL0192-44-1908

FAX､0192-44-2125

E-mail,osamun@nnet.ne.jp

4）魚類免疫学

中村俊博NAKAMURATOSHIHIRO

1）〒198-0024東京都青梅市9-2221-1

2）側)日本生物科学研究所

3)TEL0428-33-1033

4）カエル及びニワトリの免疫学

中西照幸NAKANISHITERUYUKI

1）〒252-8510神奈川県藤沢市亀井野1866

2）日本大学生物資源科学部獣医学科
魚病学研究室

3)TEL0466-84-3632

FAX.0466-84-3632

E-mail.tnakanis@brs.nihon-u.ac・jp

4）魚類免疫学



中尾実樹NAKAOMIKI

1）〒812-8581福岡市東区箱崎6-10-1

2）九州大学大学院農学研究院
3)TEL092-642-2896

E-mail・mikin@agr.kyushu-u.ac・jp

4）魚類の補体系

名取俊二NATORISHUNJI

1）〒351-0198埼玉県和光市広沢2-1

2）理化学研究所
3）

4）無脊椎動物の免疫化学、真核生物遺伝子の生化学

二宮学NINOMIYAMANABU

1）〒458-0811名古屋市緑区鳴海町神ノ倉3(自宅）

2）名古屋大学医学部附属病院難治感染症部
3)TEL052-876-1329(自宅）

4）生物学

西道教尚NISHIMICHINORIHISA

1）〒739-0035広島県東広島市西条市郷曽345宝谷荘
C棟107号室(自宅）

2）広島大学大学院生物圏科学研究科
免疫生物学研究室

3)TEL.080-1901-9548

4）免疫（サイトカイン）、抗体

西村仁志NISfflMURAHTTOSHI

1）〒819-0001福岡市西区小戸5丁目7番
九州大学生の松原宿舎一棟54号

（自宅）

2）九州大学生体防御医学研究所
附属感染防御研究センター

感染制御学分野

3）正L092-883-2465(自宅）

4）魚類の免疫機能

丹羽允NIWAMAKOTO

l）〒591-8046堺市東三国ケ丘町2-1-4-203(自宅）

2）大阪府立看護大学
3）正L0722-57-3331(自宅）

4）カブトガニの生体防御系、内毒素反応性の比較生
化学
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野田伸一NODASHIN-ICHI

1）〒890-8580鹿児島市郡元一丁目21-24

2）鹿児島大学多島圏研究センター
3)TEL､099-285-7392

4）寄生虫学、中間宿主貝の防御反応

野間口隆N0MAGUCH1TAKASHI

1）〒336-0021浦和市別所2-37-1-402(自宅）

2）（前)東京都老人総合研究所・生物学部
3)TEL､048-862-6737

FAX.048-862-6737

4）自己免疫

野村和弘NOMURAKAZU田RO

1）〒791-1136愛媛県松山市上野町甲650

2）愛媛県総合教育センター

3)TEL089-963-3111

E-mail・nomura-kazuh@esnet.ed.jp

4）理科（生物）

野中勝NONAKAMASARU

1）〒113-0033東京都文京区本郷7-3-1

2）東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

3)TEL､03-5841-7589

FAX.03-5800-3397

E-mail.mnonaka@biol.s.u-tokyo.ac.jp

4）補体の進化、MHCの起源

越智婿OqⅡOSAMU

1）〒790-0821松山市木屋町4-197(自宅）

2）（前)愛媛大学・理学部・生物学教室
3)TEL0899-24-7111内線3582

4）

大西耕二OHNISHIKOJI

1）〒950-2102新潟市五十嵐二の町8050

2）新潟大学・理学部・生物学教室

3)TEL.0252-62-6268

4）分子進化学・免疫系の分子進化



大島俊一郎OHSHIMASHUN-ICHIRO

1）〒783-8502高知県南国市物部乙200

2）高知大学農学部水族病理学研究室
3）

4）魚類免疫学

尾定誠OSADAMAKCHD

1）〒986-2242宮城県牡鹿郡女川町小乗浜字向15

2）東北大学大学院農学研究科
附属海洋生物資源教育研究センター

3)TEL0225-53-2436

4）疎皮動物の生体防御（液性のエフェクターの機
能）海産二枚貝の生殖内分泌

大竹伸-omA唾SHIN-ICHI

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学・医学部・生物学教室

TEL.03-3972-8111内線2291

E-mail.otakes@med.nihon-u.ac.jp

ホヤの生体防御機構

ｊ
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乙竹充OTOI汽睡MITSURU

1）〒519-0423三重県度会郡玉城町昼田224-1

2）水産庁養殖研究所玉城分室
3)TEL059658-6411内線65

FAX.059658-6413

4）魚類免疫学、魚病学

4）

大谷修OHTANIOSAMU

1）〒930-0152富山市杉谷2630番地

2）富山医科薬科大学・医学部・第一解剖学教室
3)TEL0764-34-2281内線2305

4）腸関連リンパ組織(Gut-associatedlymphoid
tissues)

佐川輝高SAGAWATERUTAKA

1）〒791-2101愛媛県伊予郡砥部町高尾田543

2）愛媛県立医療技術短期大学臨床検査学科

3)TEL089-958-2111(内)470
FAX.089-958-2177

E-mail,sagawa@ehime-chs.ac.jp

4）臨床検査学
岡本信明OKAMOTONOBUAKI

1）〒108-8477東京都港区港南4-5-7

2）東京水産大学資源育成学科
3)TEL03-5463-0547

FAX.03-5463-0552

E-mail,nokamoto@tokyo-u-fish.ac.jp

4）魚類免疫学、特にNK細胞について

シャハニルラタンSAHANILRATAN

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX､053-592-2822

E-mail,ratu20@yahoo.com

4)Fishimmunology

岡上真裕OKAl肥MASAHIRO

〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-8-13

日本大学歯学部病理学教室

TEL03-3219-8000内線8102

口腔外科
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害藤康典SADoYASUNORI

1）〒415-0025静岡県下田市5-10-1

2）筑波大学下田臨海実験センター

3)TEL0558-23-6358

FAX.0558-22-0346

E-mail.saito@kurofune・shimoda.tsukuba.ac.jp

4）ホヤにおける自己・非自己認識機構の研究

大川けい子OKAWAKEIKO

1）〒351-0106埼玉県和光市広沢2-1

2）理化学研究所
脳科学総合研究センター

脳型ｲｽﾌ゙ ﾚｲﾝｳｴｲｸ・ﾙー ﾌ゚

3)TEL048-467-9783

FAX､048-467-9643

4）
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酒井正博SAKA1MASAHIRO

1）〒889-2192宮崎市学園木花台西1-1

2）宮崎大学・農学部

3)TEL.0958-58-2811

4）

SALATI,FULVIO

1)ViaDoni5,Monasterodi,Vasco(CN),
12080ITALY

2）

3)TEL.++39-174-689286

FAX.++39-79-398524

4)FishImmunology

佐々木武二SASAKITAKEJI

1）〒136-0071江東区亀戸6-24-1-702(自宅）

2）（前)北里研究所・基礎研究所免疫室・
WHO(ワクチン,感染症).国立モンゴル医科大学，
国立モンゴル大学,モンゴル国立感染症センター

3）

E-mail,ttn32v72h8@yahoo.co.jp

4）魚類の免疫機構の解析および免疫応答

1）

2）

3）

4）

佐々木哲彦SASAKITETSUHDCO

〒113東京都文京区本郷7-3-1

東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

TEL03-3812-2111(内)4449

FAX.03-3816-1965

佐々木年則SASAKITOSHINORI

1）〒162-8640東京都新宿区戸山1-23-1

2）国立感染症研究所・
昆虫医科学部・生理機能室

3)TEL03-5285-1111内線2423

FAX.03-5285-1147

E-mail・tsasaki@nih.go.jp

4）昆虫の生体防御
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佐々木由利SASAKIYURI

1）〒160-8402東京都新宿区新宿6-1-1

2）東京医科大学生物学教室

3)TEL03-3351-6141(内)254
FAX.03-3351-3976

E-mail,yuri-s@tokyo-med.ac.jp

4）軟体動物の生体防御、（下等動物の形態組織）

1）

2）

3）

4）

沢田知夫SAWADATOMOO

〒755-8505山口県宇部市南小串1-1-1

山口大学医学部人体機能統御学講座

TEL0836-22-2202

E-mail.roretzi@po.cc・yamaguchi-u.ac.jp

ホヤの血球細胞についての解析

関島安隆SEKUIMAYASUTAKA

1）〒369-0202埼玉県大里郡岡部町岡里19-5(自宅）
2）埼玉県立大学短期大学部

3）正L048-585-0808

4）補体系の分化と進化

関津文SEKIZAWAAYA

1）〒271-8555千葉県松戸市岩瀬550

2）聖徳大学短期大学部生活文化学科

3)TEL､047-365-1111(代表）

4）下等脊椎動物の補系体

瀬尾直美SEONAOMI

1）〒160-0022東京都新宿区新宿6-1-1

2）東京医科大学生物学教室

3)TEL.03-3351-6141(内)254
FAX.03-3351-3976

E-mail.n-seo@tokyo-med.ac・jp

4）軟体動物の免疫機構

白江麻貴SHIRAEMAKI

1）〒650-0047神戸市中央区港島南町2-2-3

2）理化学研究所神戸研究所
発生再生科学総合研究センター(CDB)
生殖系列研究チーム

3)TEL.078-306-0103

FAX.078-306-3025

E-mail,shirae@cdb.riken.go.jp

4）イタボヤ類の生体防御



白漂康子SHIRASAWAYASUKO

1）〒160-8402新宿区新宿6-1-1

2）東京医科大学生物学教室

3)TEL.03-3351-6141(内)254
FAX.03-3351-3976

4）扇形動物渦虫類組織学

鈴木隆志SUZUKITAKASHI

1)〒240-0193三浦郡葉山町上山口字間門1560-35

2）総合研究大学院大学
先導科学研究科生命体科学専攻

3)TEL0468-58-1571

FAX.0468-58-1544

E-mail.suzuki@koryuw01.soken.ac.jp

4）免疫学、遺伝学
宍倉文夫SHISMKURAFUMIO

〒173-8610東京都板橋区大谷口上町30-1

日本大学・医学部・生物学教室

TEL.03-3972-8111内線2291

E-mail,fshishi@med.nihon-u.ac.jp

ホヤの血液研究
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鈴木康弘SUZUKIYASUHIRO

1)1410PricesFordRoad,

Blacksburg,VA24061,USA

2)VirginiaTechVMRCVM

3）

4）免疫生物学

4）

柚本智軌SOMAMOTOTOMONORI

1）〒519-0423三重県度合郡玉城町昼田224-1

2）独立行政法人水産総合研究センター
養殖研究所病害防除部

3)TEL.0596-58-6411

FAX.0596-58-6413

E-mail,somamoto@affrc.go.jp

4）魚類免疫学

鈴木譲SUZUKIYUZURU

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail.ayuzuru@mail.ecc.u-tokyo.ac・jp

4）魚類の生体防御機構
孫嘩SONKI

1）〒130024中国吉林省長春市人民大街138号

2）東北師範大学生命科学部
3)TEL0431-5685085

FAX.0431-5684009

4）ショウジョウバエの遺伝学、比較免疫学

高木尚TAKAGITAKAS田

〒980-0845仙台市青葉区荒巻字青葉

東北大学大学院生命科学研究科生命機能科学専攻

TEL022-217-6677

FAX.022-217-3683

E-mail・ttakagi@mail.cc・tohoku.ac.jp

生化学

1）

2）

3）

反町健司SORIMACHIKENJI
4）

1）〒321-0293栃木県下都賀郡壬生町大字北小林880

2）濁協医科大学・微生物学
3)TEL0282-87-2131

4）細胞生物学・生化学

高橋弘樹TAKAHASHIHIROKI

1）〒444-858s愛知県岡崎市明大寺町字西郷中
38番地

2）基礎生物学研究所

3)TEL0564-55-7572

FAX.0564-55-7571

E-mail.taka@nibb.ac・jp

4）

末武弘章sum八通mROAKI

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail・suetake@marine.fs.a.u-tokyo.ac.jp

4）魚類の生体防御機構
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高橋計介TﾊK鉦JASHIKHSUKE

1）〒981-855S仙台市青葉区堤通雨宮町1-1

2）東北大学農学部水圏動物生理学研究室

3)TEL022-717-8726

FAX.022-717-8727

4）

高橋壮二TAKAHASHISOHJI

1）〒612-8141京都市伏見区向島ニノ丸町

151-4-2A504(自宅）

2）（前)奈良女子大学理学部生物学教室

3)TEL075-601-3575

4）動物形態学；昆虫の生体防御

高橋富久TAKAHASHITOMIHISA

1）〒101-0062東京都千代田区神田駿河台1-8-13

2）日本大学・歯学部・病理学教室

3)TEL03-3219-8124

4）系統発生学上におけるJ鎖発現に関する研究

高橋幸則TAKAHASHIYUKINORI

l）〒759-6595下関市永田本町2-7-1

2）水産大学校・増殖学科

3)TEL0832-86-5111内線467

4）魚病学・魚類免疫学・甲殻類生体防御

田村弘志TAMURAHIROSHI

1）〒207-0021東大和市立野3丁目1253

2）生化学工業(株）
中央研究所試薬診断薬開発部

3）正L042-563-5822(直通）
FAX・042-563-5846

E-mail.tamura@to・seikagaku・co.jp

4）生化学、微生物学

田中邦男TANAKAKUNIO

1）〒353-0006志木市館2-6-9-901(自宅）

2）（前)日本大学・医学部・生物学教室

3)TEL048-475-0676

FAX､048-475-0676

E-mail・tanaka-k@dd.e-mansion・com

4）ホヤの生体防御機構
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種田保穂T孔唾AYASUHO

1）〒240-8501横浜市保土ケ谷区常磐台79-2

2）横浜国立大学・教育人間科学部・生物

3)TEL045-339-3412

4）群体ホヤの群体特異性に関する研究

谷合幹代子TANIAIKIYOKO

1）〒305-8634つくば市大わし1-2

2）農業生物資源研究所
昆虫生産工学研究グループ
昆虫細胞工学研究チーム

3)TEL029-838-6100

4）

田角聡志TASUMISATOSHI

1）〒113-0022東京都文京区千駄木3-1-1
団子坂マンション306(自宅）

2）東京大学大学院理学系研究科生物化学
生物情報科学学部教育特別プログラム

3)TEL090-9189-0397

E-mail・stasumi@biochem.s・u-tokyo・ac.jp

4）魚類免疫学

寺尾恵治TERAOKEUI

1）〒305-0843つくば市八幡台1

2）国立感染症研究所・筑波霊長類センター

3)TEL0298-37-2121内線321

4）サル類の免疫生物学、特に神経免疫・免
期発達

特に神経免疫・免疫系の初

栃内新TOCHINAISHIN

1）〒060-0810札幌市北区北10条西8丁目

2）北海道大学・理学部・生物科学科

3)TEL011-716-2111内線5293,5300

4）両生類免疫システムの発生

藤膝純夫TOJOSUMIO

1）〒840-8502佐賀市本庄町1

2）佐賀大学農学部

3)TEL0952-28-8747(直通）
FAX､0952-28-8747

E-mail・tojos@cc・saga-u.ac・jp

4）昆虫生理学、昆虫生化学



友永進TOMONAGASUSUMU

1）〒755-0083宇部市南小羽山町2-16-9(自宅）

2）学校法人昇陽学院

3)TEL.0836-33-1060

FAX.0836-33-1060

E-mail.tomonaga@yic・ac.jp

4）原始的脊椎動物の免疫系

和田新平WADASHINPEI

1）〒180-86O2武蔵野市境南町1-7-1

2）日本獣医畜産大学・魚病学教室
3)TEL0422-31-4151内線251

4）魚介類、水生哨乳類、肥虫類の真菌感染症

和合治久WAGOHARUHISA

1）〒350-049s埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38

2）埼玉医科大学・短期大学・臨床検査学科

3)TEL.0492-76-1531(直通）

FAX.0492-76-1531(直通）

E-mail.hwago@saitama-med.ac・jp

4）昆虫類鱗趨目食細胞による異物認識機構

土屋隆英TSUC田YATAKAﾄⅡDE

〒102-8554千代田区紀尾井町7-1

上智大学理工学部化学科生物化学研究室

TEL03-3238-3365

E-mail・t-tsuchi@hoffman・cc・sophia.ac.jp

無脊椎動物の生体防御

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３

4）

和気朗WAKEAKIRA

1）〒182-0023東京都調布市染地2-14-33(自宅）

2）日本大学生物資源科学部生物科学部

3)TEL0424-84-1619

4）細菌感染に対する免疫

筒井繁行TSUTSUISHIGEYUKI

1）〒431-0211静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学大学院農学生命科学研究科
附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

E-mail.aal7067@mail.ecc.u-tokyo.ac・jp

4）魚類体表粘液レクチン

渡遇浩WATANABEHIROSHI

〒180-0002武蔵野市吉祥寺東町2-16-3(自宅）ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３宇佐美剛志USAMITAKESHI

l）〒431-021l静岡県浜名郡舞阪町舞阪2971-4

2）東京大学農学部附属水産実験所

3)TEL053-592-2821

FAX.053-592-2822

4）魚類の生体防御と内分泌

TEL0422-22-4578

FAX.0422-22-4578

ホヤ自己・非自己の認識4）

渡辺翼WATANABETASUKU

1）〒022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来

2）北里大学・水産学部・水族病理学研究室
3)TEL0192-44-1906

FAX.0192-44-2125

4）魚類ウイルス学、魚類免疫学

牛木辰男usm幻TATSUO

1）〒951-8510新潟市旭町通り1番町

2）新潟大学大学院医歯学総合研究科
細胞機能講座顕微解剖学分野

3)TEL025-227-2062

FAX.025-224-1767

4）解剖学（組織学）

矢田崇YADATAKASHI

1）〒321-1661栃木県日光市中宮詞2482-3

2）水産庁養殖研究所・日光支所
3)TEL0288-55-0055内線13

FAX.0288-55-0064

E-mail.yadat@nria・affrc.go.jp

4）内分泌・魚類生理

-67-



山口悪一郎YAMAGUqnKE1ICHIR0

1）〒321-0293栃木県下都賀郡壬生町北小林880

2）濁協医科大学・医学総合研究所・電顕室
3)TEL0282-87-2391

E-mail.yamakei@dokkyomed.ac・jp

4）陸生軟体動物の生体防御機栂

山口宣夫YAMAGUqnNOBUO

1）〒920-0265石川県河北郡内灘町字大学1-1

2）金沢医科大学・血清学教室
3)TEL0762-86-2211

4）免疫能の個体及び系統発生学

山川稔YAMAKAWAMINORU

1）〒305-8634茨城県つくば市大わし1-2

2）（独)農業生物資源研究所・生体防御研究グループ．
先天性免疫研究チーム

3)TEL029-838-6154

FAX.029-838-6154

E-mail.yamakawa@nias・affrc.go・jp

4）昆虫免疫

山内勝昭YAMANOUqⅡKATSUAKI

1）〒238-0000神奈川県横須賀市明神町1

2）日清製油(株）
3)TEL0468-37-2418

4）魚類免疫

山崎正利YAMAZAKIMASAIDS田

1）〒199-0195神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091-1

2）帝京大学・薬学部・医療生命化学教室
3)TEL0426-85-3734(直通）

FAX.0426-85-2574

E-mail,mac-yama@pharm.teikyo-u.ac.jp

4）海洋生物由来の生物活性物質

矢野友紀YANO!OMOM

1）〒813-0043福岡市東区名島4-38-18(自宅）

2）（前)九州大学大学院農学研究院

3)TEL092-662-0358

4）水族生化学、魚類の補体系

-68-

保田昌宏YASUDAMASAHIRO

1）〒889-2192宮崎県宮崎市学園木花台西1-1

2）宮崎大学農学部獣医学科家畜解剖学講座

3)TEL0985-58-7264

FAX､0985-58-7264

E-mail.yasudaja@cc.miyazaki-u・ac.jp

4）解剖学、組織学、免疫学

YOE,SUNGMOON

1)Cheonan330-714,KOREA

2)DepartmentofBiology,
DankookUniversity

3)TEL.82-417-550-3443

FAX､82-417-551-9229

4)InsectImmuneProtein

横尾暢哉YOKOOSHINYA

1）〒480-1131愛知郡長久手町長淑南小井堀27
エクセル川本II-6B(自宅）

2）（前)佐賀大学農学部害虫制御学教室

3)TEL(0952-24-5191内線2747)

4）昆虫寄生性線虫による昆虫体液の生体防御反応の
抑制

横沢英良YOKOSAWAHIDEYOSHI

1）〒060-0812札幌市北区北12条西6丁目

2）北海道大学大学院薬学研究科
細胞分子薬学講座生化学分野

3)TEL011-706-3754

FAX.011-706-4900

E-mail.yoko@pharm.hokudai・ac.jp

4）生化学

吉田彪YOSHIDATAKESHI

1）〒104-8301東京都中央区京橋2-1-9

2）中外製薬株式会社

3)TEL03-3273-0806

FAX.03-3281-6675

4）



吉崎史子YOSHIZAKIFUMIKO

1）〒113-0033東京都文京区本郷7-3-1

2）東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻

3)TEL03-5841-4064(内)24064

FAX.03-5841-4064

E-mail・fumikoy@biol.s.u-tokyo.ac.jp

4）免疫分子進化学

湯浅創YUASAHAJIME

1）〒780-8520高知市曙町2-5-1

2）高知大・理・物質科学

3)TEL.088-844-8464

4）

油井聡YUISAIDRU

1）〒199-019s神奈川県津久井郡相模湖町寸沢嵐
1091－1

2）帝京大学・薬学部・医療生命化学教室

3)TEL0426-85-3736

4）マクロフアージの増殖研究

賛助会員

和研薬株式会社：〒606-8171京都市左京区一乗寺西水干町17

TEL:075-721-8111,FAX:075-721-8189
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協賛企業

平成16年7月10日現在

●ー■■■■■■ーーーー一一一■■■ーーー■■■■■■■■■■■■q■■ー■■■ー■■■■■■■■■■■■ー■■■ーーIーー一I!

オ キコ株式会社株式会社菅原製作所

株式会社三啓株式会社日製サイエンス

正晃株式会社大和コンクリートエ業株式会社

日本電子データム株式会社株式会社森山商事

株式会社メド城取株式会社国際文献印刷社

●ーー■■■ー■■■■■■■■■一一■■■一一ー一一ー■■■■■■■■■ーー■■■ーー■■■■■■■■■■■■■■■■■■Iー■■■､,

本学術集会を開催するに当たり、上記企業より多大なご援助を賜りました。

ここに、芳名を記して感謝の意を表します。

平成16年7月

日本比較免疫学会会長

第16回学術集会会長

－70－

古田恵美子

熊淫教填



フレッシュ＆バラエティ･オ本．

沖縄県西原町字幸地Bﾌ1TEL(098)945-5021

Anatomica
各種解剖器具○各種解剖道具

解剖実習器具セット

解剖衣○解剖キャップ○白衣○前掛

活性炭マスク○ラテックス手袋○アームカノ

ご遺体処置収納用品

標本容器○ギプスカッター

動脈注入ポンプ○解剖台

解剖照明灯○ストレッチャー

ミニクレーン○バワーリフター

ドアスルーフオークリフト

器具等の修理も承ります

株式会社菅原製作所

【－

〒131-0

東京都墨田区文花3－20－18

TEL03-3611－7610

厚生省許可番号13BZ2471号FAX03-3611-7612

。
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株式会社＝。＞／薦会社三コ＞ｲﾝスﾃﾂｸ

(株)ﾆｺﾝｲﾝｽﾃﾂｸ特約店San肥i株式会社三啓
カタログパンフレット等のご論求は当社まで。

http://www.sankoi-coltd・co.jp

本社〒113-8534束京都文京区本郷2-17-7TEL.03(5805)0514
横浜営策所〒247-0072神奈川県鎌倉市岡本2-5-11TEL.0467{41)1221筑波営業所〒305-0821茨城県つくば市春日3-24-4TEL.0298(52)3061
大阪営楽所〒533-0033大阪市東淀川区東中島2-9-15TEL.06(6327)3850静岡営業所〒422-8076榊岡市八曙2－8‐1TELO54(287)6722





撫念
日進月歩で進歩する科学技w.

医僚・科学の間合商社として

永年に遡って償頼を築いてきたわたしたちは

その流れを広い視野でとらえ、

今何が必要かを敏感に感じ取る感性を

お割淵とのコミュニケーションの巾で

日々所たに培っています。

人に大きく質献する

風先騰技術に関わる企紫としての

跨りと信頼を胸に

多岐に渡るフィールドで

TOTALSUPPORTINGを実践します．

順－重一一

F燕『

厩~研一一

阿砺r

陣藤言

F秀ｦ弓了

応声

価砺示

F雨雰

障~宗

大学や宮公立賦触所．研究所をはじめ、各企藁の研究に不可
欠な拭藁とそれを取り皇<1剛潅迅速に提供しています。

病院l負萱室やI癒センターなどに、丑冨な専門知魔をペース
に良質かつ鬼遇戦勘断蘭の鳳洲糊と技術を提供しています．

大学･企蘭などの研究IN間､･鯛院・検董センターなどの医備
樋間でのサンプル採取から保存までの開材を似っています。

大学・官公庁･'企閑のl蝿研究欄間へ国内外一猟メーカーの
最先購樋麗の駁兜と{剛眠供および醐婚理を行っています．

多概化と高度化が過む医臓現順に､鯵断に必要とされる各Ip
検亘機局と治願朋樋園などをW門にサポートしています．

橘祉の闘代に対応し､一般向けに在宅医療､介頑医開に関わ
る福祉用貝や医康樋麗のレンタル･飯亮を行っています。

多幡多徹な化学工緊副品、食品添加物、V蛎消濁刑など、産
東および生活の傾広い分野で化学の可能性を広げています。

高厩な彼Wi力と1剛Hを腿便し、IC生溌に欠かせない掘子材料
をはじめ洗諏1.間連1噸など慨広<取り扱っています．

大学･医原旧聞向けのシステム販売・ネットワーク1日蕊を中
心に､オリジナルｿﾌﾄｳｴｱの開発や鑑を行っています．

OA､剛恨麗、冷圃届など、恨々 な一涼メーカーの家電別品
を扱っています．

可
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hItp.7/www.seikonel.co.jp/

◎正晃株式会社
本社
DCC■■･●①●●G●●ggGe■■■●qqeo申●○・●●●

福岡市照区松島3丁目34淵33号
〒813－0062

TEI./092-62l-8199(代）
FAX/092-611-/1415

営巣所
●巳●●●●◆尋分ら◆●●●●｡■■Ge●甲■0■■ge｡●白白

福岡凱一・福岡蕊二・北九州・久留米
大分・佐賀・IⅡ口・下側・朋本
沖縄・宮鯛・鹿児島・東京



YLグリーンハイダセールは
国や県指定の天然記念物のﾛ甫乳類､鳥類､両性類､昆虫類等の
小動物が､側溝に落下し死亡する事故が発生しており、自力でもとの
自然界へ戻れるようスロープをつけて､生態系の保全を目的として開発
したコンクリート製品です。

ハイダセールI型 ハイダセールⅡ型 ハイダセールⅢ型ハイダセール改良型

割
一

嘩
■
■
■
画
目
色
■
■
声
．

趨毎

一
，
函

／
一

&」

愚

“｛
顕
ロ，

ー

蕊
－ー＝

L

全 国小動物保護側溝
事務局：大和コンクリートエ

沖縄県具志川市字昆布1

電話:098-972-3535FAX

研究会
業株式会社

839－1

098-972-4212

7UC6
ﾄーム 低温励片i賊装置Q、

熱。画
EM-PACT

高圧凍結装置
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日本電子株式会社http://www.jeol.coぃノ
販売促進グループ〒190･OO12東京都立川市曙町2-8-3．新鈴春ピル3Fn(042)528-3353

日本電子デーータム株式会社http://www.datum.jeol.co.jp/
ｶｽﾀﾏｰケアｾﾝﾀｰ〒190．0012束京都立川市曜町2－8－3．新鈴春ビル10F念（042)52s･5,99
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株
会 山

〒902-0064沖縄県那覇市寄宮2丁目29番22号

TEL(098)835－4○56

FA×(098)835-○○44

電子メールアドレス'.alchemistokinawa@ybb.ne.jp
一

回理化学機器回環境関連機器

営業回バイオ関連機器回栽培漁業関連機器
品目回ライフサイエンス機器回研究用試薬』

ー

国際文献印刷社は従来の印刷業務だけでなく，学会事務代行業務，編集事務代行業務，発送業務，システムインテグレーション
業務の有機的なコラボレーシヨンによる"OneStopService"に取り組んでいます．それぞれの機能を担う各事業部門が，ニー
ズに合わせ横断的に連携し適切な対応を行い，学会活動に貢献することを目指しています．
各サービスに関するお問い合わせは，各営業または下記へお願いします．
株式会社国際文献印刷社営業部笠井健
E-mail:kasai@bunken.co・jpTEL:03(3362)9741
一ワーーーも一一一一一一■幸一 一一一一一一一一一一

本社169-0075東京都新宿区高田馬場B－B－B
TEL:03-3362-9741FAX:03-3368-2822

第二工場169-0075東京都新宿区高田馬場4-4-19
TEL:03-3367-6841FAX:03-3364-0041

●蕊国際文献印刷社
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ll/QUIPMENTS

.Vied.Shirotorico.,Ltd

私たちば常に時徒の先端を見つめ

最新の研究・開発に合致した製晶を

提供さぎでいただ，いておりま式

蕊
-ー

需睡Fぎご

‘劃巳

取り扱い製品

汎用器機‘計測機器，培養・分離・分析器機，手術室・病棟・薬剤室他，実験・研究・検査用必需品各種。

株式会社メド城取 医療・理科学機器総合販売代理店
１
１

東京オフィス 〒155-0032東京都世田谷区赤堤3-3-4

TEL(0315355-0310(代)FAX(03)5355-0311

E-mailtokyo@medo－shirotori.co.ip

湘南オフィス 〒252-0813神奈川県藤沢市鶏井野1770－2モトハウス2－8

TEL(0466)80-1536FAX(0466)80-1538

E-mailshonan@medo－shirotori.co.ip
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